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下野市民の幸福感について

　

第
２
次
総
合
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成

28
年
度
〜
37
年
度
）
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
下
野
市
で
は
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
、
市
の
現
状
や
行
政
の
取
組
に
対
す
る

評
価
や
満
足
度
を
把
握
す
る
と
と
も
に
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
等
を
調

査
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

⑴
市
民
意
識
調
査
結
果 

概
要

市
民
意
識
調
査
及
び
中
学
生
・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要
に
つ
い
て
下
野

第
２
次

市
総
合
計
画

下野市総合計画第2次

■調査の概要

対象
市内在住18歳以上の
市民3,000名

手法 郵送配布・郵送回収

実施時期 平成26年8月

回収率 28.9％（回答数866名）

下野市の住みやすさ

下野市が今後10年で目指すべきまち 行政施策の満足度

　下野市の住みやすさについては、「住
みやすい」「どちらかといえば住みやす
い」が合わせて83.9％となり、その理由
としては医療機関の充実や自然環境の良
さなどをあげています。
　性別年代別に見ると、女性全体で
85％、10 ～ 30歳代の女性で84.6％、男性
全体で83.7％が「住みやすい」「どちらか
といえば住みやすい」と回答しています。

■上位５位

１位  交通事故・犯罪・公害・災害のない
安全・安心なまち （57.5%）

２位  水や緑の豊かな自然を守り、
環境にやさしいまち （42.6%）

３位  子どもや高齢者、障がい者などに
やさしい福祉のまち （40.3%）

４位  道路、上下水道などの生活環境が整い
便利で暮らしやすいまち （27.7%）

５位  地域での助け合いや人々のつながりを
大切にするまち （25.1%）

　市民の幸福感については、「幸せだと感じている」の割
合が75.1％と高くなっています。
　性別年代別に見ると、女性全体で80.1％、10 ～ 30歳代
の女性は80.8％、男性全体では69.4％が「幸せだと感じる」
と回答しています。

■「満足」「やや満足」を足した割合　上位５位
１位 医療体制 （53.2%）
２位 上水道の整備 （50.4%）
３位 下水道の整備 （47.3%）
４位 ごみ処理・リサイクル （42.0%）
５位 消防・防災 （37.3%）

■「不満」「やや不満」を足した割合　上位５位
１位 商業の振興 （24.7%）
２位 公共交通の整備 （23.8%）
３位 保険・年金 （22.2%）
４位 観光の振興 （20.0%）
５位 市の仕事の効率性 （19.7%）

住みやすい
44.1％

住みやすい
44.1％

どちらかといえば
住みやすい
39.8％

どちらかといえば
住みやすい
39.8％

どちらかともいえない
6.9％

どちらかともいえない
6.9％

どちらかといえば
住みにくい

5.4％

どちらかといえば
住みにくい

5.4％

住みにくい
1.8％

住みにくい
1.8％

無回答
1.8％
無回答
1.8％

幸せだと感じている
75.1％

幸せだと感じている
75.1％

幸せだと感じていない
11.5％

幸せだと感じていない
11.5％

無回答 13.4％無回答 13.4％

回答数866

回答数866
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下野市の住みやすさについて

⑵
中
学
生
・
高
校
生

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

概
要

　

第
２
次
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

市
内
の
中
学
校
４
校
及
び
石
橋
高
校
、
小

山
北
桜
高
校
の
第
２
学
年
の
生
徒
を
対
象

に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
、
下

野
市
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
下
野
市
の
将

来
像
、
下
野
市
へ
の
居
住
意
向
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

下野市総合計画第2次

■調査の概要

対象
市内中学校4校
石橋高校、小山北桜高校の第2学年

手法 学級毎に教室にて配布・回収

実施時期 平成26年7月

回収数
988名
（中学生580名、高校生408名）

幸せだと感じる理由について

　「好き」「どちらかといえば好
き」が合せて中学生80.6％、高校生
66.1％となっています。

　住みやすさについては、「住みや
すい」「どちらかといえば住みやす
い」が合わせて中学生87.9％、高校
生75.8％となり、いずれも高い結果
となっています。

● 環境が良く、静かで落ち着く。
● 不自由なく住みやすい。
● 医療施設が多くあり、病院が近い。
● 公園が多い。
● 子どもの医療費の補助がある。
● 大きな自然災害が少ない。
● 事件事故が少なく、治安が良い。
● 子どもが元気に育っている。
●  新鮮な野菜が食べられる、美味しい水が
飲める。

●  趣味やボランティアを通して知り合った
友人たちと交流できる。 など

トップ５（10～ 30歳代） 順位 トップ５（40～ 80歳代）
家計の状況（所得・消費）

（58.9％） 1 健康状態
（81.0％）

健康状態
（57.8％） 2 家計の状況（所得・消費）

（55.8％）
家族関係

（39.3％） 3 家族関係
（39.8％）

精神的なゆとり
（36.0％） 4 精神的なゆとり

（29.0％）
就業状況（仕事の有無・安定）

（24.7％） 5 趣味・社会貢献などの生きがい
（15.4％）

幸せであるために重要だと思うことについて

下野市のことをどう思うか

好き
37.1％
好き
37.1％好き

49.7％
好き
49.7％

どちらかと
いえば好き
29.0％

どちらかと
いえば好き
29.0％

どちらかと
いえば好き
30.9％

どちらかと
いえば好き
30.9％

どちらかと
いえば嫌い

1.6％

どちらかと
いえば嫌い

1.6％

嫌い
1.6％
嫌い
1.6％

どちらかと
いえば嫌い

1.9％

どちらかと
いえば嫌い

1.9％

嫌い
0.7％
嫌い
0.7％

どちらとも
いえない
30.6％

どちらとも
いえない
30.6％

どちらとも
いえない
16.9％

どちらとも
いえない
16.9％

高校生（市内在住）高校生（市内在住）中学生中学生

どちらかといえば
住みやすい
33.9％

どちらかといえば
住みやすい
33.9％

どちらかといえば
住みやすい
27.9％

どちらかといえば
住みやすい
27.9％

どちらかともいえない
16.1％

どちらかともいえない
16.1％

どちらかともいえない
9.7％

どちらかともいえない
9.7％

どちらかといえば
住みにくい

3.2％

どちらかといえば
住みにくい

3.2％

どちらかといえば
住みにくい

1.0％

どちらかといえば
住みにくい

1.0％

住みにくい
4.8％

住みにくい
4.8％

住みにくい
1.2％

住みにくい
1.2％

無回答
0.0％
無回答
0.0％

無回答
0.2％
無回答
0.2％

住みやすい
41.9％

住みやすい
41.9％

住みやすい
60.0％

住みやすい
60.0％

高校生（市内在住）高校生（市内在住）中学生中学生

回答数62

回答数62

回答数580

回答数580
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下野市総合計画第2次

　将来下野市に住みたいと思うかに
ついては、「住みたい」「できれば住
みたい」が合せて中学生71.9％　高
校生56.5％となっています。
　理由としては、「暮らしやすさ」「住
み慣れている」をあげています。住
みたくない理由としては、「下野市以
外の生活に憧れているから」が中学
生、高校生ともに最も多い結果となっ
ています。

中学生は、「自然環境」「公園・広場」「かんぴょう」の順に意見が多く、
高校生は、「自然環境」「観光施設・資源」「安全安心」の順に意見が多い結果となっています。

～少数意見～
　　・下野市内4つの中学校の生徒会が集まって話し合える環境（中学生）
　　・学校の4階から見る下野市はとてもおだやかに見えて景色がとてもきれい（中学生）
　　・小学校の時に広瀬寿雄市長に全員銅メダルをもらい大切にしている（高校生）

　中学生、高校生ともに最も多いのは「水や緑の豊かな自然を守り、環境にやさしいまち」、
続いて「交通事故・犯罪・公害・災害のない安全・安心なまち」となっています。
　3番目に多いのは、中学生で「子どもから大人まで文化、スポーツ活動など楽しめるまち」、
高校生で「道路、上下水道などの生活環境が整い便利で暮らしやすいまち」となっています。

自慢できるものや将来に大切に残したいもの

下野市がどのようなまちになって欲しいと思うか

下野市への居住意向について

トップ５（中学生） 順位 トップ５（高校生）
水や緑の豊かな自然を守り、
環境にやさしいまち （56.4%） 1 水や緑の豊かな自然を守り、

環境にやさしいまち （43.6%）
交通事故・犯罪・公害・災害のない
安全・安心なまち （51.4%） 2 交通事故・犯罪・公害・災害のない

安全・安心なまち （34.8%）
子どもから大人まで文化、
スポーツ活動など楽しめるまち （34.7%） 3 道路、上下水道などの生活環境が整い

便利で暮らしやすいまち （22.3%）
観光客が訪れる魅力ある観光のまち
 （20.5%） 4 子どもから大人まで文化、

スポーツ活動など楽しめるまち （18.9%）
子どもや高齢者、障がい者などに
やさしい福祉のまち （19.7%） 5 子どもや高齢者、障がい者などに

やさしい福祉のまち （15.2%）

■問い合わせ先　総合政策課　☎(40) ５５５０

無回答
1.6％
無回答
1.6％

住みたい
11.3％
住みたい
11.3％

住みたい
26.2％
住みたい
26.2％

できれば
住みたい
45.2％

できれば
住みたい
45.2％

できれば
住みたい
45.7％

できれば
住みたい
45.7％

できれば
住みたくない

37.1％

できれば
住みたくない

37.1％

できれば
住みたくない

18.3％　

できれば
住みたくない

18.3％　

住みたくない
4.8％

住みたくない
4.8％

無回答
4.3％
無回答
4.3％

住みたくない
5.5％

住みたくない
5.5％

高校生（市内在住）高校生（市内在住）中学生中学生 回答数62回答数580
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下
野
市
の
合
併
記
念
日
で
あ
る
１
月
10

日
㈯
に
「
下
野
市
市
政
功
労
者
表
彰
式
」

を
グ
リ
ム
の
森
・
グ
リ
ム
の
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
下
野
市
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
、
教
育
、
文
化
、
社
会

そ
の
他
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
及
び
地

域
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
特

に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
を
表
彰

し
、
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
32
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

【
一
般
表
彰
】

<

私
財
寄
付>

　

伊
沢　

一
郎　
　
　

㈱
誠
和

　

 

１
名

（
本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
は
非
公
表
）

【
市
民
賞
】

<

ス
ポ
ー
ツ
表
彰>

　

吉
田　

叡
生

　
（
佐
野
日
大
高
校
３
年
生
）

　

渡
邉　

菜
々
絵（作

新
学
院
高
校
３
年
生
）

　

生
沼　

優
香　（

作
新
学
院
高
校
３
年
生
）

　

松
本　

真
帆　（

作
新
学
院
高
校
１
年
生
）

　

表
彰
の
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

<　

>

内
は
表
彰
理
由
。
敬
称
略
・
順
不
同
。

【
功
労
表
彰
】

<

教
育
長>

　

古
口　

紀
夫

<

市
議
会
議
員>

目
黒　

民
雄　
　
　

倉
井　

賢
一

　

大
島　

將
良　
　
　

伊
澤　

剛

　

吉
田　

聡

<

自
治
会
長>

　

小
林　

經
夫　
　
　

篠
𠩤　

春
夫

　

野
﨑　

征
一　
　
　

藤
沢　

修
一

澁
田　

唯
弘

<

消
防
団
員>

　

安
達　

賢
一　
　
　

大
橋　

勉

　

五
十
嵐　

守
人　
　

吉
田　

昭

　

小
倉　

雄
飛　
　
　

高
田　

正
人

　

新
倉　

淳
一　
　
　

海
賀　

弘
一

　

田
村　

友
作　
　
　

大
島　

徳
行

　

中
山　

貴
裕

<

交
通
指
導
員>

　

山
本　

隆　
　
　
　

秋
山　

毅

　

松
本　

賢
一

市
政
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
26
年
度

■過去５年間の表彰状況
年度 功労表彰 一般表彰 市民賞 市民栄誉賞
21 10名 1団体 2名 ―
22 19名 2名 6名 ―
23 10名 1名 12名 ―
24 13名 1名 11名 1名
25 34名 2名 5名 ―
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平成26年度　市政功労者表彰式を開催



　

今
日
、
墓
地
等
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
墓
地
所
有
状
況
や
取
得
希
望
な
ど
に

つ
い
て
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
墓
地
整
備

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
お
墓
等
の
所
有
状

況
」
や
「
お
墓
等
の
継
承
者
の
有
無
」、「
お
墓
等

の
取
得
・
形
態
の
希
望
」
な
ど
全
14
問
の
調
査
を

実
施
し
１
，
３
０
３
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
お
墓
等
の
所
有
状
況
」
の
設
問
に
対
し
て
は
、

【
こ
れ
か
ら
の
墓
地
整
備
】

　

東
京
都
な
ど
の
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
核
家

族
化
・
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
な
ど
家
族
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
墓
地
需
要
の
多
様
化
や
墓
地
の
無

縁
化
が
進
み
、
様
々
な
形
態
の
お
墓
の
整
備
や
先

祖
の
敬
い
方
に
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ

て
、
お
墓
に
対
す
る
考
え
方
の
多
様
化
や
管
理
・

継
承
が
重
い
足
か
せ
と
な
る
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
大
都
市
圏
で
の
問
題
が
少
し
ず
つ
現
れ
て

い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
営
墓
地
す
が
た
川
霊
園
は
、整
備
が
一
部
残
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

要
望
の
多
か
っ
た
芝
生
型
墓
地
を
計
画
通
り
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
営
墓
地
の
運
営
に
お
い
て
は
、
社
会

環
境
の
変
化
を
背
景
に
高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

必
要
性
や
整
備
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

墓
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
墓
や
納
骨
堂
等
を
所
有
し
て
い

る
方
と
将
来
親
な
ど
か
ら
受
け
継

ぐ
予
定
の
方
が
75
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
所
有
し
て
い
な
い
方
の

う
ち
、
将
来
取
得
し
た
い
意
向
の

方
が
62
・
5
％
、
形
態
に
つ
い
て
は
、
芝
生
型
を

希
望
す
る
方
が
最
も
多
く
次
に
合
葬
式
（
樹
木
・

慰
霊
碑
型
等
）、
従
来
型
、
納
骨
堂
と
続
き
ま
し
た
。

墓地に関するアンケート結果

『
ご
自
身
が
利
用
で
き
る

お
墓
等
を
持
っ
て

（
受
け
継
ぐ
予
定
）い
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
を
持
っ
て
（
受
け
継
ぐ
予
定
）

い
る
」
が
74
・
7
％
、「
現
在
、

利
用
で
き
る
お
墓
等
は
持
っ
て

い
な
い
」
が
24
・
9
％
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

《
現
在
、
お
墓
等
を
持
っ
て

（
受
け
継
ぐ
予
定
）い
る
方
に

対
す
る
設
問
》

『
持
っ
て（
受
け
継
ぐ
予
定
）い

る
お
墓
等
は
ど
の
よ
う
な
場
所

に
あ
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
を
持
っ
て
（
受
け
継
ぐ
予

定
）
い
る
」
と
回
答
の
あ
っ
た

方
の
う
ち
、「
寺
院
墓
地
」
に

持
っ
て
い
る
が
42
・
0
％
、「
集

落
な
ど
に
あ
る
共
同
墓
地
」
が

30
・
2
％
、「
市
営
墓
地
」
が

15
・
7
％
、「
宗
教
を
問
わ
な

い
民
間
の
墓
地
」
が
8
・
8
％
、

「
納
骨
堂
」
が
0
・
3
％
で
し
た
。

【
調
査
概
要
】

○ 

調
査
対
象

　

40
歳
以
上
の
市
民

　

男
女
３
，
０
０
０
人

○ 

調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
付
・
回
収

○ 

調
査
期
間

　

平
成
26
年
7
月
31
日

〜
8
月
22
日　

○ 

回
収
率　

43
・
4
％墓を持っている、

受け継ぐ予定
74.7％

墓を持っている、
受け継ぐ予定
74.7％

現在、利用できる
墓はない
24.9％

現在、利用できる
墓はない
24.9％

無回答 0.4％無回答 0.4％

寺院墓地
42.0％
寺院墓地
42.0％

共同墓地
30.2％
共同墓地
30.2％

市営墓地
15.7％
市営墓地
15.7％

民間墓地 8.8％民間墓地 8.8％

納骨堂 0.3％納骨堂 0.3％ 無回答 0.6％無回答 0.6％
その他 2.4％その他 2.4％

芝生墓地芝生墓地

芝生墓地芝生墓地

駐車場駐車場

すがた川霊園墓地すがた川霊園墓地

普通墓地普通墓地
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『
所
有（
受
け
継
ぐ
予
定
）

し
て
い
る
お
墓
等
の
継
承
者
は

い
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
を
持
っ
て
（
受
け
継
ぐ
予
定
）

い
る
」
と
回
答
の
あ
っ
た
方
の

う
ち
、
そ
の
お
墓
等
の
継
承
者

が
「
い
る
」
と
回
答
さ
れ
た
方

は
90
・
1
％
お
り
、
そ
の
う
ち

「
子
ど
も
」
へ
継
承
す
る
が
最

も
多
く
、
次
に
「
継
承
者
未
定
」

が
7
・
2
％
、「
兄
弟
」
が
3
・

5
％
、「
親
戚
」
が
1
・
0
％

で
し
た
。
ま
た
、継
承
者
が
「
い

な
い
」
が
8
・
7
％
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

『
お
墓
等
を
取
得
す
る
と
し
た

ら
ど
の
よ
う
な
場
所
を

希
望
す
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答

の
あ
っ
た
方
の
う
ち
、
今
後
、

取
得
し
た
い
希
望
の
場
所
と
し

て
「
市
営
墓
地
」
が
28
・
0
％
、

次
に
「
民
間
の
墓
地
・
納
骨
堂
」、

「
寺
院
の
墓
地
・
納
骨
堂
」、「
集

落
な
ど
に
あ
る
共
同
墓
地
」
が

続
き
ま
し
た
が
、「
無
回
答
」

や
「
特
に
こ
だ
わ
ら
な
い
」
が

61
・
2
％
お
り
、
具
体
的
な
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

《
現
在
、
お
墓
等
を
所
有
し
て

い
な
い
方
へ
の
設
問
》

『
現
在
、
お
墓
等
の
取
得
を
検

討
し
て
い
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答

の
あ
っ
た
方
の
う
ち
、「
将
来

的
に
」
も
含
め
取
得
を
検
討

し
て
い
る
は
62
・
5
％
、「
取

得
は
考
え
て
い
な
い
」
が
34
・

8
％
で
し
た
。

『
お
墓
等
を
取
得
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
形
態
を

希
望
す
る
か
』

　
「
現
在
、
利
用
で
き
る
お
墓

等
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答

の
あ
っ
た
方
の
う
ち
、
今
後
、

取
得
し
た
い
お
墓
の
形
態
と
し

て
「
芝
生
型
」
が
21
・
9
％
、「
合

葬
式
（
樹
木
・
慰
霊
碑
型
等
）」

が
17
・
5
％
、「
従
来
型
」
が

14
・
5
％
、「
納
骨
堂
」
が
5
・

8
％
で
し
た
が
、「
無
回
答
」

が
36
・
9
％
お
り
、
上
記
設
問

と
同
様
に
具
体
的
な
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

墓地に関するアンケート結果

市
営
墓
地
募
集
中

　

下
野
市
は
、
市
内
に
６
つ

の
市
営
墓
地
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

使
用
申
し
込
み
を
随
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活

安
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

■下野市市営墓地
名　称 所在地 使用料 管理料（年間） カロート 公募

三昧場墓地 薬師寺3024番地 80,000円 2,000円 無 受付中
国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有 ー
柴南霊園墓地 柴77番地3 270,000円 850円 有 受付中
サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有 ー
柴木間内墓地 柴77番地1 170,000円 850円 無 受付中

すがた川霊園墓地 中大領688番地 320,000円 3,000円（普通）
4,000円（芝生） 有 受付中

◎カロート：骨壺を収めるためのコンクリート製の設備

無回答 1.2％無回答 1.2％

いる（子ども）
78.4％

いる（子ども）
78.4％

いる（継承者未定）
7.2％

いる（継承者未定）
7.2％

いない 8.7％いない 8.7％

いる（兄弟）
3.5％

いる（兄弟）
3.5％

いる（親戚）
1.0％

いる（親戚）
1.0％

将来的には
取得したい
50.5％

将来的には
取得したい
50.5％

特に考えて
いない
34.8％

特に考えて
いない
34.8％

20年以内に取得したい
0.6％

20年以内に取得したい
0.6％

5年以内に取得したい
2.2％

5年以内に取得したい
2.2％

3年以内に取得したい
5.2％
3年以内に取得したい
5.2％

10年以内に取得したい
4.0％

10年以内に取得したい
4.0％

無回答 2.7％無回答 2.7％

寺院檀家の墓地・納骨堂
2.8％

寺院檀家の墓地・納骨堂
2.8％

無回答
36.9％
無回答
36.9％

市営墓地
28.0％
市営墓地
28.0％

特に
こだわらない
24.3％

特に
こだわらない
24.3％

その他 2.5％その他 2.5％

共同墓地 0.9％共同墓地 0.9％

民間墓地・納骨堂
4.6％
民間墓地・納骨堂
4.6％

芝生型
21.9％
芝生型
21.9％

従来型
14.5％
従来型
14.5％

納骨堂
5.8％
納骨堂
5.8％

合葬式
（樹木・慰霊碑型等）

17.5％

合葬式
（樹木・慰霊碑型等）

17.5％

その他 3.4％その他 3.4％

無回答
36.9％
無回答
36.9％

すがた川霊園墓地
（芝生墓地）

すがた川霊園墓地
（普通墓地）

三昧場墓地
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市
で
は
、
防
災
・
減
災
を
進
め
る
た
め

の
指
針
と
し
て
２
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
３
庁
舎
（
国
分
寺
庁
舎
・
石

橋
庁
舎
・
南
河
内
図
書
館
（
２
階
））
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

生
活
安
全
課
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
や
自
治
会
で
防
災

訓
練
等
を
行
う
際
は
生
活
安
全
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

下
野
市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

災
害
時
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
場
合
、

避
難
所
設
置
の
作
業
内
容
や
自
主
防
災
組

織
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
施
設
管
理
者
と

協
力
し
て
、
避
難
所
を
運
営
す
る
際
の
運

営
方
法
や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

避
難
所
設
置
や
避
難
訓
練
等
を
行
う
際

に
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
主
な
掲
載
内
容

・ 

避
難
所
を
開
設
す
る
ま
で
の
手
順

・ 

避
難
所
の
仕
事

・ 

避
難
所
に
必
要
な
施
設
や
設
備

・ 

避
難
所
の
食
事
・
物
資

・ 

避
難
所
に
お
け
る
生
活
ル
ー
ル

下
野
市
備
蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

家
庭
内
で
行
う
備
蓄
を
基
本
的
な
備
蓄

と
、「
互
助
」
に
基
づ
き
自
主
防
災
組
織

や
自
治
会
が
担
う
地
域
内
備
蓄
、「
共
助
」

に
基
づ
き
地
域
内
の
事
業
所
等
が
担
う
事

業
所
内
備
蓄
と
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
た

め
に
市
や
県
が
担
う
公
的
備
蓄
を
組
み
合

わ
せ
て
市
全
体
の
備
蓄
を
進
め
る
た
め
の

指
針
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
家
庭
で
は
３
日
分
以
上

（
７
日
分
以
上
あ
れ
ば
、
よ
り
安
心
で
す
）

の
備
蓄
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
主
な
掲
載
内
容

・  「
自
助
」
に
基
づ
く
、
家
庭
内
備
蓄
で

備
え
る
も
の

・  「
互
助
」
に
基
づ
く
、
地
域
内
備
蓄
で

備
え
る
も
の

・  「
共
助
」
に
基
づ
く
、
事
業
所
内
備
蓄

で
備
え
る
も
の

・  「
公
助
」
に
基
づ
く
、
公
的
備
蓄
で
備

え
る
も
の

下野市避難所運営マニュアルと下野市備蓄マニュアルを作成

下
野
市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

下
野
市
備
蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
ま
し
た■

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

■家庭内備蓄の参考例
○非常持出品　非常用持出袋の重さは、成人男性15kgまで、成人女性10kgまでにしましょう。

項　目 品　　　　　目
食料
飲料水

調理不要食品（菓子パン、缶詰と缶切、アメ、ようかん、チョコレート等）、主食（アルファ米、乾パン、
粉ミルクと哺乳瓶、離乳食等）、飲料水（１人500mlペットボトル3本以上あると、より安心です）

避難用品 軍手、防災頭巾、ヘルメット、懐中電灯、警笛　等
医薬品
衛生用品

常備薬、救急セット、個人的なもの（お薬手帳、入れ歯、メガネ、補聴器、つえ等）、洗面用具、タオル、
マスク、ウェットティッシュ、ティッシュペーパー、トイレットペーパー、紙おむつ、生理用品　等

給食用品 使い捨て食器類、食品用ラップ　等

その他
衣類（上着・下着・靴下）、雨具、携帯用アルミシート、現金、通帳、印鑑、キャッシュカード、保
険証の写し、運転免許証等の貴重品、筆記用具、メモ帳、ラジオ、充電器、予備電池、使い捨てカイ
ロ、マッチ、ライター、子供用おもちゃ、防犯ブザー　等

○備蓄品　非常持出品以外に多めに備蓄しておきたいものや、あると便利なものの例です。

項　目 品　　　　　目
食　料
飲料水

常温保存・簡単調理食品（レトルト食品、即席めん、乾物、粉末スープ素、ふりかけ等）、３日分以
上の主食（７日分以上あれば、より安心です）、飲料水（１人１日当たり３リットル以上が目安）

避難用品 軍手、懐中電灯、警笛、バール、ロープ、のこぎり、金槌、釘、ペンチ、針金、ドライバー、ガムテー
プ、油性ペン、脚立　等

医薬品衛
生用品

常備薬・家庭用医薬品、ウェットティッシュ、ティッシュペーパー、トイレットペーパー、紙おむつ、
生理用品、ビニール袋、ドライシャンプー、簡易トイレと処理用品　等

給食用品 カセットコンロ・カセットボンベ、使い捨て食器類、食品用ラップ　等

その他 衣類（上着・下着・靴下）、毛布、ロウソク、ラジオ、充電器、予備電池、使い捨てカイロ、マッチ、
ライター、給水用ポリタンク、土のう袋、砂、キャンプ用品　等
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補
助
金
そ
の
②

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
市
民
提
案
事
業

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

平
成
28
年
1
月
10
日
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
下
野
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る
取

組
や
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
高
め
ら
れ
る
取
組
で
、
市
民

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
平
成
28

年
3
月
ま
で
に
実
施
す
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
が
受
け
ら
れ
る
団
体

　

左
記
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体

（
1
）　

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
構
成
員
の
過
半
数

が
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
団
体

（
2
）　

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
企
業

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
金
額

　

実
支
出
額
の
う
ち
補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
。
た
だ
し
、

1
事
業
に
つ
き
30
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
そ
の
①
・
そ
の
②
共
通
項
目
】
申
請
・
選
考
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
3
月
2
日
㈪
〜
31
日
㈫
に

総
合
政
策
課
の
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
・

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
は
不
可
）
※
提
出
書
類
の
様
式
等
は
、
総

合
政
策
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

申
請
団
体
は
、
選
考
会
で
事
業
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
選
考
委
員
が
公
益
性
や
効
果
・
成
果
等
を

審
査
し
、
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

選
考
会
日
時
：
4
月
18
日
㈯　

午
前
9
時
〜

　
　
　
　

場
所
：
ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

※
市
の
予
算
措
置
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
補
助
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）　

☎（
40
）５
５
５
０

補
助
金
そ
の
①

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
内
で
実
施
さ
れ
、
地
域
の
た
め
、
社

会
の
た
め
に
行
う
活
動
（
例
え
ば
、
環
境

保
全
に
関
す
る
活
動
、
防
犯
活
動
、
子
育

て
支
援
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
す
る

活
動
な
ど
）
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
補
助
が
受
け
ら
れ
る
団
体

　

左
記
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
団
体

（
1
）　

公
益
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
等

で
あ
る
こ
と

（
2
）　

市
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
市
民
活

動
団
体
等
で
あ
る
こ
と
（
今
後
に
お
い
て

活
動
を
予
定
す
る
場
合
を
含
む
。）

（
3
）　

5
人
以
上
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、

継
続
し
て
活
動
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
市

民
活
動
団
体
等
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
事
業
の
種
類

　

補
助
事
業
は
、
申
請
１
年
目
は
「
新
規

ス
タ
ー
ト
補
助
」、申
請
２
年
目
以
降
は「
継

続
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
」
と
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
詳
細
は
下
記
の
「
表
：
補
助

区
分
・
要
件
」
の
と
お
り
）。

　

新
た
に
平
成
27
年
度
に
申
請
す
る
場
合

は
、「
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
」
と
な
り
ま
す
。

▼
具
体
的
な
事
例
・
説
明
を

　

受
け
た
い
方
は
…

　

左
記
の
日
程
で
、
平
成
26
年
補
助
対
象

事
業
の
実
績
報
告
会
と
平
成
27
年
度
の
募

集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
事
前
申
込
不
要
）。

　

日
時
：
3
月
14
日
㈯

　
　
　

実
績
報
告
会　

午
前
9
時
〜

　
　
　

募
集
説
明
会　

午
前
11
時
〜
（
※
）

※
開
始
時
間
は
、
当
日
の
状
況
に
よ
り
前

後
し
ま
す
。

　

場
所
：
ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

表：補助区分・要件
補助区分 新規スタート補助 継続ステップアップ補助
コース トライコース スタートコース 2～ 3年目 4～ 5年目
補助率 10分の10 4分の3 4分の3 2分の1
補助上限 5万円 10万円 30万円 30万円
交付回数 どちらかを選択、1事業につき1回限り 1事業につき4回まで

申請条件

① 市民主体のまちづくりの原動力とな
る効果があると認められる事業
② 原則として市内で実施される事業
③ 事業の財源として、市や市の外郭団
体等から他の補助金等を受けていな
い、または受ける予定がないこと

① 新規スタート補助事業の要件に該当
し、同事業の実績があること

② 新規スタート補助事業の開始年度か
ら起算して5年以内のものであって、
補助事業としての継続性が認めら
れ、継続を予定していること

市民活動等への補助制度のご案内
～市民が主役のまちづくり! あなたの力で、さらに輝く下野市!～
　「市民が主役のまちづくり」を推進するため、市民団体が自主的に取り組む市民活動等の事業を２種
類の補助制度で支援します。あなたも補助制度を活用して、まちづくりのために動き出してみませんか？

Shimotsuke
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市長のいきいきタウントーク

　

10
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
平
成

26
年
度
市
政
懇
談
会
「
市
長
の
い
き
い
き

タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」
を
市
内
３
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
３
日
間
で
延
べ
１
５
１
名
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
市
政
に
対

す
る
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

市
長
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

ご意見・ご要望等の内訳

生活基盤 ・・・・・・・・・・・・・・・8件
保健・福祉 ・・・・・・・・・・・・・2件
教育・文化 ・・・・・・・・・・・・・3件
市民生活 ・・・・・・・・・・・・・・・2件
行財政 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・4件
施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2件
その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・2件
合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23件

日　時 会　場 参加者 意見要望

10月16日㈭
午後7時～ きらら館 64名 7件

10月17日㈮
午後7時～

コミュニティセンター
友愛館 50名 6件

10月18日㈯
午前10時～ 南河内公民館 37名 10件

合　　計 151名 23件

　

ご
意
見
等
と
市
の
回
答
の
一
部（
要
約
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　

全
て
の
一
覧
は
、
総
合
政
策
課
（
国
分

寺
庁
舎
２
階
）
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
訴
訟
問
題
の

検
証
は
誰
が
？

 

広
報
８
月
号
に
、
小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
の
訴
訟
の
和
解
が
成
立
し
た
こ
と

及
び
今
後
、
今
回
の
訴
訟
に
つ
い
て
検
証

を
行
い
、
再
発
防
止
に
努
め
る
旨
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
が
、
検
証
は
誰
が
、
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

 
 

環
境
省
や
栃
木
県
か
ら
推
薦
を
い
た

だ
い
た
廃
棄
物
学
者
２
名
と
法
律
学
者
２

名
、
構
成
市
町
（
２
市
２
町
）
の
住
民
代

表
各
１
名
の
計
８
名
で
構
成
す
る
検
証
委

員
会
を
発
足
し
、
検
証
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

裁
判
に
お
け
る
争
点
の
置
き
方
や
一
連

の
流
れ
に
つ
い
て
、
検
証
委
員
会
に
お
い

て
平
成
27
年
度
中
に
検
証
を
行
い
、
検
証

結
果
に
つ
い
て
は
、
小
山
広
域
保
健
衛
生

組
合
の
議
会
、
各
市
町
の
議
会
へ
報
告
さ

れ
た
後
、
各
市
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
へ
報

告
す
る
予
定
で
す
。

QA

自
主
防
災
組
織
の
支
援
を

 

発
足
後
３
年
を
迎
え
た
栄
町
自
主
防

災
会
で
は
、
災
害
時
の
活
動
訓
練
に
よ
り

問
題
点
を
把
握
し
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
訓
練
を
実
施
し
た
ら
よ
い
か
検
討
し

て
い
る
。

　

８
月
に
市
と
栃
木
県
が
共
催
で
実
施
し

た
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
が
、
訓
練

の
規
模
が
大
き
す
ぎ
て
、「
も
っ
と
身
近

な
、
地
域
単
位
の
訓
練
を
実
施
し
た
い
。」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
内
の
訓
練
に

つ
い
て
、
訓
練
方
法
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提

供
な
ど
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

 
 

市
で
は
、
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

自
主
防
災
組
織
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
内
の
訓
練
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
消
防
組
合
や
地
元
の

消
防
団
及
び
各
自
主
防
災
組
織
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QA　

市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に
「
下
野

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」及
び「
下

野
市
備
蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

Shimotsuke
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市長のいきいきタウントーク

休
日
・
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に
？

 
現
在
、
市
は
「
休
日
・
夜
間
救
急
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
と
聞

い
た
。

　

市
内
に
は
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
を

は
じ
め
、
数
々
の
医
療
機
関
が
あ
る
が
、

「
休
日
・
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
」
は
、
既

存
の
医
療
機
関
を
拡
充
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
市
立
病
院
を
新
た
に
設
置
す
る
の
か
。

 
 

休
日
や
夜
間
の
１
次
救
急
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
小
山
広
域
で
運
営
し
て
お

り
、
現
在
は
、
新
小
山
市
民
病
院
の
中
に

「
小
山
地
区
夜
間
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

　

新
小
山
市
民
病
院
が
現
在
よ
り
南
に
移

転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
も

移
転
し
ま
す
の
で
、
広
域
で
も
特
に
下
野

市
や
上
三
川
町
の
方
々
に
と
っ
て
は
利
用

し
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
域
医
療
圏
全
体
の
救
急
医

療
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
検
討
会
を

立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
治
体
や
医
療
機
関
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な
場

所
や
開
設
時
期
の
検
討
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

QA

平
和
派
遣
団
中
学
生
に
よ
る
報
告
会
は

 

平
和
派
遣
団
と
し
て
広
島
市
に
派
遣

さ
れ
た
中
学
生
達
は
、
ど
の
よ
う
に
地
域

に
発
信
し
て
く
れ
る
の
か
。
市
民
へ
の
報

告
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。

 
 

今
年
度
初
め
て
、
市
内
４
中
学
校
か

ら
８
名
を
広
島
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
直
接
的
な
報
告
会

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
学
校
に
お

い
て
、
派
遣
生
徒
が
報
告
会
を
行
い
、
そ

れ
を
通
し
て
保
護
者
あ
る
い
は
地
域
の
皆

さ
ん
へ
届
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
と
い
う

点
を
勘
案
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
・
啓
発
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
芸
術
施
設
の
早
期
推
進
を

 

市
の
文
化
会
館
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
検
討
に
入
っ

た
と
聞
い
た
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

下
野
市
は
近
隣
の
市
町
に
行
か
な
い
と

文
化
会
館
が
な
い
の
で
、
寂
し
く
思
っ
て

い
る
。

　

積
極
的
に
早
期
に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

QAQ

都
市
計
画
は
見
直
さ
れ
る
の
？

 

都
市
計
画
の
線
引
き
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
。

　

駅
前
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
な
ど
、
各
地
区
の
利
用
価
値
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
の
か
。

 
 

下
野
市
は
全
域
が
都
市
計
画
区
域
で
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
市
街
化
区
域
は
住
居
地
域

や
商
業
地
域
、
工
業
地
域
な
ど
の
用
途
地

域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
旧

町
時
代
に
各
町
の
将
来
像
を
見
据
え
て
定

め
た
も
の
で
、
現
在
は
こ
の
用
途
地
域
を

踏
襲
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
確

か
に
少
子
高
齢
化
・
市
街
地
の
空
洞
化
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
の

中
心
部
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
近

隣
商
業
地
域
と
し
て
の
用
途
と
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
、「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
間
の
見
直
し
の

年
度
で
す
。
ま
た
、
市
の
第
２
次
総
合

計
画
の
策
定
に
入
る
年
度
で
も
あ
る
た
め
、

総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

QA

 
 

文
化
芸
術
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
概
略
的
な
規
模
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
お
示
し
で
き
る
段
階

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
経
費
や
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ

方
を
す
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
検

討
を
図
り
、
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
活
用
を

 

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
活
用
計
画

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に
太
陽

光
発
電
装
置
を
備
え
、
学
校
で
使
う
電
気

は
そ
れ
で
賄
う
、
太
陽
光
発
電
の
電
気
を

買
う
な
ど
色
々
考
え
ら
れ
る
。
防
災
対
策

と
し
て
も
重
要
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
進
め

て
ほ
し
い
。

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
大

変
重
要
な
施
策
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
お
い
て
は
、
屋
上
に
太

陽
光
発
電
を
備
え
、
電
力
の
一
部
に
活

用
し
ま
す
。
ま
た
、
地
中
熱
活
用
の
た
め
、

地
中
に
14
本
の
パ
イ
プ
を
埋
め
ま
す
。
夏

は
冷
た
く
、
冬
は
温
か
い
空
気
を
空
調
の

一
部
に
活
用
し
、
負
荷
を
か
け
な
い
仕
組

み
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

AQA
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

　海老原アキさん（大正3年11月生）が百歳を迎え
られ、市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
　海老原さんは90歳までゲートボールを楽しまれま
した。今は話をすることがとても好きなので、皆さ
んとおしゃべりをしたりレクリエーションをしたり
と、楽しく毎日をすごされています。また、食事も
おいしくいただけるそうです。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

　吉田とめさん（大正3年12月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
　吉田さんは、若い頃陸上の選手で足がとても速く、
走ることがとても楽しかったそうです。今は好き嫌
いなく何でも食べ、新聞もよく読むそうです。また、
デイサービスに来て皆さんとお話しをしたり、運動
をしたりすることが楽しみだそうです。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

　12月25日、国分寺中学校創立140周年記念として、同校出身の世界柔
道金メダリスト、髙藤直寿選手が講演会を行いました。
　髙藤選手は小学生1～ 6年生に「夢にむかって」と題し、これまでの
苦労話や体験談を語りました。「好きな言葉は『信念』。夢を持って、あ
きらめず継続することが大切。」と、2016年リオデジャネイロ五輪での
金メダル獲得という自身の夢を語りました。
　最後は小学生が「フレフレ髙藤!」と今後の活躍に期待を込めてエー
ルを贈られ、今後の活躍が期待されました。

吉田西小にトウサワトラノオ
小山北桜高校と交流事業

　12月8日、栃木県立小山北桜高
等学校の1・2年生と吉田西小学
校5・6年生で、トウサワトラノ
オ交流事業が行われました。
　前回、7月に吉田西小学校の庭
に小学生と高校生徒が一緒に、
トウサワトラノオの種がこぼれ
た土を搬入。今回は経過の確認
とトウサワトラノオの授業を行
いました。

百歳おめでとうございます
海老原アキさんと吉田とめさん

「あきらめない」
髙藤直寿選手講演会

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.2
12



S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

　12月15日、12回目となる石橋地区民生委員児童委員協議会と特別養護
老人ホームいしばし入所者との交流会が開かれました。
　毎年、年末の恒例行事として、委員らが腕を振るい、約200食用意し
たそばを入所者にふるまいました。
　市長は「委員は地域と行政のパイプ役として尽力いただいている。地
域の身近な相談役として、さらなる活躍を期待している。」とお願いし、
一緒にそばを味わいました。
　入所者らは、目の前でのそば打ち実演などを楽しみ手打ちそばを味わ
いました。

　12月21日蔓巻公園において、ＮＰＯ法人夢クラブ国分寺の「国分寺
キッズクラブ」による餅つき＆焼き芋大会が行われました。今年は放射
線の影響で外遊びが制限されている福島市の子どもたちとその保護者30
名が参加し、約150名によるイ
ベントとなりました。また、
午後にはキンボールスポーツ
ゲームやバランススティック
を使った渡り船競争など、ス
ポーツを通じての交流が行わ
れました。

少年サッカーが見事優勝

　11月16日から南河内東部運動
広場等で行われた、第32回栃木
県少年サッカー新人大会下都賀
予選で、40チームが参加するな
か、南河内サッカースポーツ少
年団が見事優勝しました。おめ
でとうございました。

今年も烏ケ森調整池に白鳥が

　５年連続で愛らしい白鳥の姿
を確認することができました。

シルバー大学校石橋地区
同窓会がボランティア

　12月1日、シルバー大学校石橋
地区同窓会は、地域活動支援セン
ターすみれ作業所で作業支援のボ
ランティア活動を行いました。
　作業後は、スポーツ交流館でそ
ばを打ち、通所者とボランティア
が会食をし、和気あいあいとした
時間を過ごしました。
　すみれ作業所でのボランティア
は毎月第1月曜日実施しています。

手打ちそばに舌鼓
石橋地区民生委員児童委員

福島市の子どもたちとスポーツで交流
NPO法人夢くらぶ国分寺
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

　第39回栃木県本場結城紬織物競技展示会が12月14日に道の駅思
川「小山評定館」で開催され、松本賢さんが最優秀賞に当たる栃
木県知事賞を受賞しました。松本さんの同賞の受賞は昭和55年、
平成７年に続き、３度目となります。
　受賞作品は、賢さんが下地づくりを行い、奥様の富佐子さんが
機織りを担当した帯状柄の本場結城紬で、今回の受賞は夫婦二人
三脚で築き上げたものです。
　これからも、お二人で素晴ら
しい織物を作り続けていただけ
ればと思います。
■松本賢さんのコメント
　「栃木県知事賞の受賞大変嬉し
く思います。今まで結城紬を作
り続けられたのは、下野市本場
結城紬振興協議会及び関係機関
の皆様のおかげだと思います。
大変お世話になりました。これ
からも良い作品を作り続けるよ
う努力してまいります。」

　11月19日石橋商工会アイリスホールにて市内各小学校6年生か
ら12名の児童が表彰されました。他の人を思いやり、自分以外の
人のために率先して行う行動が推薦の理由でした。
　各児童に表彰状と記念品が授与された後、会長から一人ひとり
にインタビューがあり、今後の抱負や夢を話していました。
■受賞者一覧（敬称略・順不同）
　落合　果（薬師寺小） 伊澤　菜々海（吉田東小）
　高橋　綾乃（吉田西小） 小林　珠紀（祇園小）
　細野　貴也（緑小） 渡邉　智也（石橋小）
　大橋　未歩（古山小） 川中子　聖奈（細谷小）
　市村　実鈴（石橋北小） 伊藤　咲南（国分寺小）
　伊沢　優希（国分寺西小） 橋本　怜南（国分寺東小）

一筆入魂！新春書きぞめ大会

　1月6日、石橋体育センターにおいて
「第37回グリムの里新春書きぞめ大会」
が開催されました。
　市内外から約90人が参加し、学年ご
とに課題を書きあげました。
　今回で２回目の参加という小学生の
保護者は「年の初めに緊張感をもって
参加できてよかった。昨年よりも上手
に書けている。」と、我が子の成長を
喜んでいました。

防災活動車が納車されました

　公益財団法人日本消防協会「消防団
員福祉共済制度」による車輌交付事業
を活用して、12月から新たに「防災活
動車」を配備しました。
　下野市消防団女性部による防火防災
啓発活動及び軽可搬ポンプ操法披露時
における資機材運搬車輌として使用す
るほか、日頃の広報活動や、災害時に
おける迅速な情報収集・情報伝達・物
資輸送等にも対応可能であるため、幅
広い活用が可能となっています。
　今後の消防団活動の益々の充実強化
や消防団員の士気高揚、そして災害に
強いまちづくりにつながるものと期待
されています。

栃木県本場結城紬織物競技展示会

松本　賢 氏　県知事賞受賞

優良児童表彰
しもつけロータリークラブ
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

　１月11日、道の駅しもつけでとちぎテレビのアイドルグループ
「まろに☆え～る」のメンバー「瓜田瑠梨」ちゃんに特別住民票
が交付されました。市と一緒にかんぴょうなどのＰＲを行います。
　イベントでは声優の小林元子さんのトークショーなどが行われ
会場を盛りあげました。

まろに☆え～るのグッズなども販売

カンピくんにも特別住民票を交付

瓜田瑠梨の声を担当する小林元子さん

収録の裏話などトークショーで盛りあがりました。絵心対決では市長も参戦。

「まろに☆え～る」瓜
う り

田
た

瑠
る

梨
り

ちゃん
特別住民票を交付

ました。
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平
成
26
年
分
所
得
税
・

住
民
税
申
告
相
談
会
は
、

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日

㈪
（
土
、
日
曜
日
除
く
）

で
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
、

広
報
し
も
つ
け
１
月
号
10

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
の
明
細
書

　

あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
申
告
件
数
の
多
い

医
療
費
控
除
の
、「
医
療

費
の
明
細
書
」
の
記
入
例

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
医

療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

事
前
に
領
収
書
を
計
算
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

所得税・住民税申告相談のお知らせ

平成２6年分　医療費の明細書

【控除額の計算】

住　所

氏　名

申告書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　　・退職所得及び山林所得がある場合　････　その所得金額
　　・ほかに申告分離課税の所得がある場合　････　その所得
　　　金額（特別控除前の金額）
　　なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の
　「4 繰越損失を差し引く計算」欄の○の金額を転記します。83

■注意事項
・  医療費は平成２６年中に支払ったものが控除の対象になります。未払いの医
療費は実際に支払った年の医療費控除の対象となります。

・  おむつ代の医療費控除を受けることが２年目以降で、介護保険法の要介護認
定受けている人は、市町村長が交付するおむつ使用の確認書等を「おむつ使
用証明書」に代えることができます。

・  人間ドックなどの健康診断や特定健康診査の費用は控除の対象になりません
が、健康診断の結果、重大な疾病が発見された場合で、引き続き治療を受け
るとき、健康診断や特定健康診査の費用も医療費控除の対象となります。

■問い合わせ先
　栃木税務署　　☎0282（22）0885
　下野市税務課　☎（40）5554

「医療費の明細書」は各庁舎窓口に、
確定申告書及び各種調書と伴に用
意しています。また、国税庁のホー
ムページから入手できます。
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　　　　添付書類の提出を省略できます。
　源泉徴収票や医療費の領収書などの、記載内容を
入力して送信することで、これらの書類の提出を省略す
ることができます。
　　　　還付金を早く受け取ることができます。
　ｅ‐Taxによる還付申告は、３週間程度で還付処理をし
ていますので、書面提出による還付申告より、還付金を早
く受け取ることができます。

①電子証明書の取得…事前に市役所市民課で電子
証明書を取得してください。（詳しくは18ページをご覧
ください。）
②ＩＣカードリーダーライターの用意…公的個人認証
サービスに適応したＩＣカードリードライターを、家電販
売店等で求めてください。
③ｅ-Taxの初期登録…国税庁ホームページの「確定申
告書等作成コーナー」で、初期登録から確定申告書
作成・送信ができます。

◎対象となる方
　　事業所得（製造業、小売業、農業等）、不動産所得または山林所得の
業務を行うすべての方。
　※所得税の申告の必要のない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象にな
ります。
◎記帳する内容
　　売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を
記載します。
　　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々 の合計金額のみを
まとめて記載する、簡易な方法で記載してもよいことになっています。
◎帳簿等の保存
　　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳
簿や受け取った請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

確定申告書等作成の操作に関する問い合わせは
「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎0570（01）5901）または国税庁ホームページ（www.nat.go.jp）へ

記帳・帳簿等の保存制度の詳しい内容は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
問い合わせは、栃木税務署個人課税部門（☎0282（22）0885）へ

　「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」の
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
れ
ば
、税
額

な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
、消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
書
や
青
色

申
告
決
算
書
な
ど
が

作
成
で
き
ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

「
申
告
書
」が

作
成
で
き
ま
す
！

e-Taxe-Taxwww.nta.go.jp
自宅からネットが便利！申告・納税e-Tax

国税庁ホームページの

インターネットで税務署へ送信！

書面提出

ｅ-Taxを利用して所得税及び
復興特別所得税の申告をすると・・・

ｅ-Taxをご利用になる前に

確定申告 検 索

クリック!

その1

その２

（e-Tax）国税電子申告・納税システム

申告書等のデータを印刷し、税務署へ
郵送で提出できます。

平成２６年１月から記帳・帳簿等の保存が必要となりました

【帳簿書類の保存期間】

帳
簿

書
類

保存が必要な物 保存期間

7年

5年

5年

収入金額や必要経費を
記載した帳簿
（法定帳簿）

業務に関して作成した
上記以外の帳簿
（任意帳簿）

決算に関して作成した
棚卸表、その他の書類

業務に関して作成し、
又は受領した請求書、
納品書、送り状、領収書
などの書類

自宅からネットが便利！申告・納税e-Tax

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.2
17



　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
手
続
き
を
行

う
際
に
、
他
人
の
な
り

す
ま
し
や
改
ざ
ん
防
止

の
た
め
、
電
子
証
明
書

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告

で
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利

用
の
方
は
、
電
子
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

電
子
証
明
書
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以

下
、「
住
基
カ
ー
ド
」
と

い
い
ま
す
。）
に
格
納
さ

れ
ま
す
の
で
、
住
基
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
あ
わ
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
場
所

　

市
民
課
窓
口
（
国
分
寺
、

石
橋
、
南
河
内
）

・
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分

　
　

〜
午
後
４
時
30
分

ｅ－ＴＡＸでの申告には「電子証明書」が必要です

新
規
で
電
子
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
方
へ

〈
対
象
に
な
る
方
〉

・ 
下
野
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

〈
必
要
な
も
の
〉

・ 

住
基
カ
ー
ド
（
手
続
き
時
に
暗

証
番
号
を
照
合
し
ま
す
。）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り

住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
等
顔
写
真
の
入
っ
た
官
公
庁
発

行
の
身
分
証
明
書
で
有
効
期
限
内

の
も
の
。
住
所
や
氏
名
が
現
在
の

内
容
と
異
な
る
も
の
は
不
可
）

・ 

手
数
料
５
０
０
円

※
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
電
子
証
明
書
の
申
請
の
際

に
あ
わ
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
右
記
の
他
に
健
康
保
険
証
・
年
金

手
帳
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
本
人
確
認
書
類
が
無
い
方
は
、

照
会
書
に
よ
り
確
認
の
手
続
き
を

し
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子

証
明
書
の
発
行
ま
で
に
数
日
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

す
で
に
電
子
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
へ

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３

年
間
で
す
。（
氏
名
、
住
所
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
失
効
し
ま
す
。）
住

基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
（
10
年
間
）

と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

電
子
証
明
書
が
失
効
し
て
い
る

場
合
、
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
確
定
申

告
等
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
が
不
明
な
場

合
は
、
電
子
証
明
書
の
交
付
時
に

発
行
し
た
「
電
子
証
明
書
の
写
し
」

や
「
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」（

http://w
w
w
.jpki.

go.jp/

）
上
に
開
設
さ
れ
て
い
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
」
を
利
用
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
証
明
の
更
新
を
す
る
方
へ

　

更
新
が
必
要
な
方
は
、
有
効
期

限
が
切
れ
る
３
か
月
前
か
ら
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
電
子
証
明
書
は
、

更
新
の
手
続
き
を
と
っ
た
日
か
ら

３
年
間
有
効
に
な
り
ま
す
。
現
在

の
電
子
証
明
書
が
有
効
期
限
経
過

に
よ
り
失
効
し
た
後
で
も
、
新
し

い
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
必
要
な
も
の
〉

・ 

住
基
カ
ー
ド
（
手
続
き
時
に
暗

証
番
号
を
照
合
し
ま
す
。）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り

住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
等
顔
写
真
の
入
っ
た
官
公
庁
発

行
の
身
分
証
明
書
で
有
効
期
限
内

の
も
の
。
住
所
や
氏
名
が
現
在
の

内
容
と
異
な
る
も
の
は
不
可
）

・ 

手
数
料　

５
０
０
円

※
手
続
き
時
に
電
子
証
明
書
の
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
の
で
控
え

て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
書
類
が
無
い
方
は
、

照
会
書
に
よ
り
確
認
の
手
続
き
を

し
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
及
び
電
子

証
明
書
の
発
行
ま
で
に
数
日
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
間
違
え
て
ロ
ッ
ク

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　

電
子
証
明
書
は
、
不
正
利
用
防

止
の
た
め
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
連

続
し
て
５
回
間
違
え
る
と
ロ
ッ

ク
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
入
力
を
間
違
え
て
ロ
ッ
ク
が

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
、パ
ス
ワ
ー

ド
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

市
民
課
窓
口
に
て
ロ
ッ
ク
の
解
除

や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
再
設
定
等
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
必
要
な
も
の
〉

・ 

住
基
カ
ー
ド
（
手
続
き
時
に
暗

証
番
号
を
照
合
し
ま
す
。）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り

住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
等
官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
入
り

の
身
分
証
明
書
で
有
効
期
限
内
の

も
の
。
住
所
や
氏
名
が
現
在
の
内

容
と
異
な
る
も
の
は
不
可
）

※
電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
身
分
証
明
書
の

よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、
発

行
に
は
厳
密
な
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
申
請
に
は
、
ご

本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
確
定
申
告
時
期
は
窓
口
が

混
雑
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
７

ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
申
告
に
は「
電
子
証
明
書
」が

必
要
で
す　
〜
手
続
き
等
の
ご
案
内
〜
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■ 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
事
が
可
能
で
す
。

　

申
込
先
は
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記

入
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳

等
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
等
届
出
印
の
押
印
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
申
出
書
に
つ
い
て
は
各
金
融

機
関
の
窓
口
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

金
融
機
関
に
無
い
場
合
に
は
、
市
民
課
各

窓
口
に
て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■ 

国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
で
も
納
付
で
き
ま
す

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
】

　

国
民
年
金
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員

の
方
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。
た
だ
し
、

過
去
の
未
払
い
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
付
の
方
法
は
、
毎
月
納
付
、

6
か
月
前
納
及
び
1
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
保
険
料
は「
定
額
保
険
料
」

及
び「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」

と
な
り
ま
す
。（
保
険
料
の
一
部
を
免
除

さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。）

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
で
の
お
支
払
回
数

は
1
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■ 

口
座
振
替
で
の
前
納
は
事
前
の

手
続
き
が
必
要
で
す

　

口
座
振
替
で
の
平
成
27
年
４
月
か
ら
の

２
年
前
納
、
1
年
前
納
及
び
平
成
27
年

4
月
〜
9
月
分
の
6
か
月
前
納
の
お
申
し

込
み
は
、
2
月
27
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
す
で
に
口
座
振
替
に
て
前
納
さ
れ
て
い

る
方
は
再
度
お
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
の
引
落
方

法
を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
再
度
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。）

■
こ
ん
な
に
お
得
な
口
座
振
替

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
納
付
書
で
毎

月
納
付
し
た
場
合
と
比
較
し
た
割
引
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
電
子
納
付
】

　

国
民
年
金
保
険
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
等
を
利
用
し
て
納
め
る
方
法

で
す
。

　

電
子
納
付
に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

① 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用

し
た
納
付
方
法

　
　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
払
込

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

② 

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
た
納

付
方
法

　
　

 

携
帯
電
話
を
利
用
し
て
払
込
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

③
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
納
付
方
法

　
　

 

金
融
機
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
し
て
、
払
込
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

④ 

テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
た

納
付
方
法

　
　

 

電
話
の
音
声
案
内
等
を
利
用
し
て
、

払
込
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ

ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
と
契
約
を

結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約
方
法
に
つ

い
て
は
、
ご
利
用
に
な
る
金
融
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
利
用
に
な
る
金
融
機
関
が
電

子
納
付
の
利
用
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

平成26年度における納付方法ごとの割引額
納付方法 割引額
毎月納付

（翌月末引落し） 割引なし

毎月納付【早割】
（当月末引落し）

50円／ 1か月
（年間割引額600円）

6か月前納 1,040円／ 6か月
（年間割引額2,080円）

1年前納 3,840円／ 1年

2年前納 14,800円／ 2年
（年間割引額7,400円）
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自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
、
地
域
医

療
連
携
・
患
者
支
援
部
に
所
属
し
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
と
し

て
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
部
内
に
は
、
私

た
ち
の
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
看
護
師
、

保
健
師
、
助
産
師
、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
事
務
職
員
と
多
く
の
職
種
で
助
け

合
い
、
に
ぎ
や
か
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
職
種
を
聞
く
と
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
？

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
??
な
じ
み
の

な
い
言
葉
に
戸
惑
う
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
こ
と
を
平
た
く
言
う

と
、
病
院
に
い
る
福
祉
の
相
談
員
と
思
っ

て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
社
会

福
祉
士
と
い
う
国
家
資
格
を
有
し
、
業
務

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
、
聞
き
な

れ
な
い
職
種
だ
と
思
い
ま
す
が
、
せ
っ
か

く
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
私
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
っ
て
？

　

本
当
は
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で

も
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
る

か
、
ケ
ガ
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
も

残
念
な
が
ら
事
実
で
す
。
病
気
に
な
る
と
、

身
体
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の

方
も
多
い
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
気
軽
に
と
い
え
ば
、
毎
週

火
曜
日
と
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
に
は
、
が
ん
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
開
室
し
て
い
ま
す
し
、
今
年

度
か
ら
は
毎
月
第
２
木
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
に
は
、
が
ん
と
の
向
き
合
い
方
を
学

ん
だ
り
、
話
し
合
っ
た
り
で
き
る
場
と
し

て
、
が
ん
サ
ロ
ン
「
虹
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
予
約
は
不
要
な
の
で
、

利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
こ
と
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
や
家
族
の
生
活
が

一
変
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病

気
や
ケ
ガ
の
状
態
に
関
係
な
く
、
様
々
な

生
活
上
の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
通
院
や
入
院
を
す
る
と
、
仕
事
や

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
思
う
よ
う

に
身
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
と
、
不
安

も
抱
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
人
で
抱
え
て
し
ま
わ
ず
に
、
ま
ず
は
私

た
ち
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し

た
ら
患
者
（
児
）
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
が

安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
れ
る
か
？
解

決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
生
活
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

社
会
福
祉
の
立
場
か
ら
解
決
の
糸
口
を
探

し
、
時
に
は
み
な
さ
ん
と
共
に
闘
い
、
安

心
で
き
る
生
活
基
盤
を
獲
得
す
る
た
め
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
解
決
と
は
い

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
緒
に
良

い
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い

　

患
者
相
談
室
に
は
、
よ
く
、「
予
約
し

て
い
な
い
ん
で
す
け
ど
…
。」
と
来
室
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
予
約
が
あ
る

と
助
か
り
ま
す
が
、
診
察
前
後
に
直
接
立

ち
寄
っ
て
不
安
や
不
満
を
語
っ
て
く
れ
る

　

時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
こ
と

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
も
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
や
医
療
機
関
、
施
設

な
ど
の
各
関
係
機
関
と
も
密
な
連
携
を

図
っ
て
、
常
に
情
報
収
集
し
知
識
を
深
め

る
べ
く
精
進
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
一
言
で
方
向
性
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
専
門
職
と
し
て
、
責
任
の
重
い
立
場

に
あ
る
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

　

当
院
か
ら
の
帰
り
道
で
は
、
来
院
前
よ

り
も
少
し
は
暖
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

そ
う
だ
！
患
者
相
談
室
へ
い
こ
う

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

地
域
医
療
連
携
・
患
者
支
援
部　

総
合
相
談
室

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

⻆つ
の

田だ　

圭け
い

佑す
け

私の支え、仲間たち

面接の様子

Shimotsuke
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平
成
26
年
度

小
山
歯
科
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座（
歯
科
保
健
）

■
日
時

　

2
月
22
日
㈰

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
講
師　

　

森　

良
之
先
生

　
（
自
治
医
科
大
学
歯
科
口
腔

外
科
学
講
座
教
授
）

■
演
題

　
「
口
の
中
に
も
が
ん
が
で
き

る
」
〜
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
〜

※
お
口
の
無
料
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
（
受
付
午
後
１
時
〜
1

時
30
分
）

■
後
援

　

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
歯
科
医
師
会
事
務
所

　

☎（
22
）５
９
５
４

※
月
〜
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

お　

知　

ら　

せ

全
国
食
生
活
改
善
大
会

で
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

石
橋
の
森
キ
イ
氏
が
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
の
長
年
の

活
動
を
認
め
ら
れ
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
小
学
生
親
子
を

対
象
と
し
た
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
開
催
や
、
食

の
自
立
を
目
的
と
し
た
「
男
子

厨
房
に
入
ろ
う
会
（
男
の
料
理

教
室
）」
で
の
指
導
、
独
居
老

人
招
待
事
業
「
出
あ
い
ふ
れ
あ

い
」
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
幅
広
い
世
代
へ
の

活
動
を
さ
れ
、
地
域
の
食
生
活

改
善
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の

相
談

■
日
時

　

2
月
15
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
11
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
対
象

　

下
野
市
民
の
年
中
児
〜
小
学

2
年
生
（
平
成
18
年
4
月
2
日

〜
平
成
22
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

■
料
金　

無
料

■
注
意

※
受
付
時
間
・
対
象
年
齢
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
フ
ッ
素
塗
布
30
分
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

※
発
熱
・
せ
き
・
体
調
の
悪
い

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
案
内

　

フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
科
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

こ
ど
も
救
急
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

「
と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相

談
」時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
、
こ
ど
も
救
急

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
乳
幼
児
健
診

の
際
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相

談
」
に
つ
い
て
電
話
相
談
の
時

間
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
変
更
後
（
12
月
1
日
か
ら
）

　

相
談
時
間
：

　

月
〜
土
曜
日
：

　

午
後
6
時
〜
翌
朝
8
時

　

日
曜
日
・
祝
休
日
：
24
時
間

　
（
午
前
8
時
〜
翌
朝
8
時
）

　

○
変
更
前
（
11
月
30
日
ま
で
）

　

 　

相
談
時
間
：
毎
日
：
午
後

6
時
〜
午
後
11
時

※
平
日
昼
間
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
医
師
会
の
協

力
に
よ
り
各
小
児
科
診
療
所
等

で
対
応
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

犬
の
飼
い
主
は
、
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
○
か
×
か
。

問
１
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乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候

群
と
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
へ

の
理
解
と
対
処
の
た
め
に

　

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
の
が
仕
事

で
す
。
無
理
に
泣
き
や
ま
せ
よ

う
と
、
は
げ
し
く
揺
さ
ぶ
っ
て

し
ま
う
と
「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ

ら
れ
症
候
群
」
と
い
う
重
大
な

後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
あ
り
、

最
悪
の
場
合
死
に
い
た
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
口

を
ふ
さ
い
だ
り
、
は
げ
し
く
揺

さ
ぶ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、

家
族
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

す
る
全
て
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
近
所

に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
の
特
徴

を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
の

予
防
と
赤
ち
ゃ
ん
の
「
泣
き
」
への

対
処
法
の
動
画
を
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
厚
生
労
働
省
Ｄ

Ｖ
Ｄ
動
画
「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き

や
ま
な
い
」
他

　

 http:/www.m
hlw.go.jp/stf/

houdou/0000030718.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

小
山
地
区
医
師
会
主

催
市
民
公
開
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
14
日
、
国
分
寺
公
民
館

に
て
小
山
地
区
医
師
会
主
催
に

よ
る
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所

長
・
病
院
長　

星
野　

雄
一
先

生
か
ら
「
ロ
コ
モ
っ
て
ご
存
知

で
す
か
？
」
と
題
し
て
、
い
つ

ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

い
た
だ
き
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
市
民
の
皆
様

や
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程

　

2
月
4
日
㈬
、
3
月
4
日
㈬

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

2
月
10
日
㈫

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※
「
ゆ
り
か
ご
」
を
初
め
て
利

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名

札
代
）３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

教
室
・
講
座

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

ご
家
庭
の
味
噌
汁
の
塩
分
を

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程
・
会
場

・
2
月
25
日
㈬

　

南
河
内
東
公
民
館　

団
体
室

・
3
月
23
日
㈪

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

■
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
（
１
０
０

㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
へ
犬
の
登
録
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Shimotsuke
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歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
程
（
３
回
コ
ー
ス
）

　

2
月
26
日
㈭
、
3
月
6
日
㈮
・

12
日
㈭

　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
9
時
30
分
〜
）

　

血
圧
測
定
：
9
時
45
分
〜
10

時■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、
タ
オ
ル
、

運
動
靴
、
水
分
（
水
ま
た
は
お

茶
）

■
申
込
締
切

　

2
月
19
日
㈭

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
（
コ
ア
ト
レ
）

※
年
度
内
１
回
の
参
加
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
の
回

に
参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）、

運
動
可
能
な
服
装

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法

　

2
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま

た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！ 

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

3
月
17
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

30
分
（
受
付
：
9
時
10
分
〜
）

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
講
座　

更
年
期
女
性
の

た
め
の
健
康
づ
く
り

〜
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
…
仕
事
…
家
事
…
家

族
の
た
め
に
日
頃
頑
張
っ
て
い

る
自
分
へ
の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、

ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
し
て

健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程　

3
月
2
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

　
（
受
付
：
9
時
45
分
〜
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

下
野
市
民
の
30
・

40
・
50
歳
代
の
女
性
（
更
年
期

の
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

方
）

■
内
容

・
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代　

こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
い
く
？

・
や
っ
ぱ
り
食
事
が
大
事
！
ヘ
ル

シ
〜
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
…

・
し
な
や
か
な
美
し
い
か
ら
だ
作

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
診

を
受
診
し
た
74
歳
以
下
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問

題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・ 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

※
運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

3
月
10
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に

つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

3
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
9
時
45
分
〜
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
26
年
8
月
・

9
月
生
ま
れ
の
、
生
後
6
〜
7

か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
、
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切　

3
月
12
日
㈭

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
下
野
薬
師
寺
史
跡
ま
つ
り
」
会
場
で
観
賞
で
き
る
花
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
桜　
　

②
菊　
　

③
梅

問
２

Shimotsuke
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脂し

っ
得
納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
気

に
な
る
方
向
け
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
食
事
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
日
程　

2
月
27
日
㈮

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付　

9
時
15
分
〜
）

■
対
象
者　

市
民
で
健
康
診
断

を
受
診
し
た
方
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る
方

②
興
味
の
あ
る
方

■
内
容

・ 

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

・ 

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食

生
活
っ
て
？

・ 

自
分
の
食
事
の
傾
向
を
知
ろ
う
！

・ 

脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
健
診

結
果
が
わ
か
る
も
の

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
締
切　

2
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

年
々
20
本
以
上
歯
の
あ
る
人
の
割

合
が
増
加
し
て
お
り
、
な
ん
と
70

歳
代
で
約
半
数
、
85
歳
以
上
で
は

約
2
割
の
方
が
20
本
以
上
残
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図

２
）。
こ
れ
は
、
健
康
に
と
っ
て

と
て
も
よ
い
こ
と
で
す
。
こ
こ
か

ら
、
歯
と
健
康
の
関
連
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
噛
ん
で
健
康
長
寿

　

歯
の
調
子
が
悪
い
と
、
毎
日
の

食
事
も
楽
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
見
た
目
も

気
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
も
っ
と

恐
ろ
し
い
こ
と
は
、
歯
の
状
態
が
、

糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習

お
口
の
健
康
は
健
康
長
寿
の
秘
訣

　

平
成
27
年
を
迎
え
、
今
年
最
初

の
テ
ー
マ
は「
歯
」に
つ
い
て
で
す
。

歯
科
に
か
か
る
医
療
費
は
、
国
民

健
康
保
険
医
療
費
全
体
の
約
7
・

6
％
（
平
成
23
年
度
）
で
あ
り
（
図

１
）、
全
国
も
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で

す
。
そ
し
て
、
入
院
や
外
来
、
お

薬
に
関
連
す
る
医
療
費
の
よ
う
に

急
激
な
伸
び
は
み
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、

歯
科
受
診
し
た
時
、
医
療
保
険
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
保
の
医
療
費

デ
ー
タ
か
ら
は
把
握
で
き
ま
せ
ん

が
、
歯
の
健
康
の
た
め
に
お
金
を

か
け
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動

　
「
８
０
２
０
運
動
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
下
野
市
も
、
健
康
増
進
計
画

の
中
で
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
80

歳
ま
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
残

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
運
動
の
こ
と

で
す
。
鏡
を
見
て
自
分
の
歯
を
数

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で

し
ょ
う
か
、
残
せ
そ
う
で
す
か
？

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

外来 38.5％外来 38.5％

調剤 19.0％調剤 19.0％

入院 33.4％入院 33.4％

歯科 7.6％歯科 7.6％ 訪問看護 1.5％訪問看護 1.5％

平成 23 年度レセプトデータより算出平成 23 年度レセプトデータより算出
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図2　20以上の歯を有する者の割合図2　20以上の歯を有する者の割合

（歳）（歳）

慣
病
、
そ
し
て
認
知
症
や
誤ご

え
ん嚥

性

肺
炎
な
ど
な
ど
、
か
ら
だ
の
健
康

に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
で

す
。
き
ち
ん
と
噛
め
な
い
こ
と
で
、

つ
い
柔
ら
か
い
パ
ン
や
ご
は
ん
な

ど
口
当
た
り
の
や
さ
し
い
炭
水
化

物
中
心
の
食
事
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
炭
水
化
物
を
食
べ
過
ぎ

れ
ば
、
か
ら
だ
の
中
で
中
性
脂
肪

や
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
歯

の
せ
い
で
食
べ
る
量
が
減
っ
て
し

ま
え
ば
、
低
栄
養
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
驚
く
の
は
、
よ

く
噛
め
な
く
な
る
と
、
脳
細
胞
が

死
ん
で
ゆ
く
と
い
う
動
物
実
験
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

一
方
、
高
齢
者
の
方
に
よ
く
ガ
ム

を
噛
ん
で
い
た
だ
い
た
ら
、
記
憶

力
が
あ
が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ

た
入
れ
歯
で
、
し
っ
か
り
噛
む
こ

と
も
大
切
な
よ
う
で
す
ね
。

　
「
健
康
の
た
め
に
食
べ
物
を
口

に
入
れ
た
ら
30
回
噛
み
ま
し
ょ

う
」
と
は
い
い
ま
す
が
、
お
口
の

状
態
が
健
康
で
な
け
れ
ば
無
理
な

話
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
い

時
か
ら
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
歯

を
失
く
す
2
大
原
因
は
、
虫
歯
と

歯
周
病
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
歯

磨
き
と
歯
間
ブ
ラ
シ
も
有
効
で
す
。

そ
し
て
、
歯
だ
け
で
は
な
く
て
歯

肉
な
ど
口
全
体
の
定
期
的
な
健
診

を
ぜ
ひ
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
相

談
で
き
る
歯
医
者
さ
ん
や
歯
科
衛

生
士
さ
ん
が
い
る
と
さ
ら
に
よ
い

で
す
ね
。
健
康
長
寿
の
た
め
に
、

お
口
の
健
康
は
自
分
の
力
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
資
料
〉

厚
生
労
働
省
：
平
成
23
年
歯
科
疾

患
実
態
調
査

公
益
財
団
法
人
８
０
２
０
推
進
財

団

医
療
コ
ラ
ム 

●

国
保
で
わ
か
る
！ 

健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学　

種
市　

ひ
ろ
み

　獨協医科大学看護学部
で在宅看護学の講師を
し、また下野市の医療費
データを基に市民の健
康状況や疾病状況につい
て、調査・分析を行って
います。

厚生労働省調査より

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
今
年
の
下
野
薬
師
寺
史
跡
ま
つ
り
は
３
月
８
日
㈰
で
す
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料
配
付
も
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く
は
36
ペ
ー
ジ
）
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〇
が
ん
検
診
受
診
率

　

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
方
は
毎
年
徐
々

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
併
用
検
診
を
実
施
し
て
お

り
、
検
診
結
果
に
異
常
が
な
か
っ
た
方
は

次
回
の
検
診
が
３
年
後
と
な
る
た
め
、
平

成
25
年
度
の
受
診
率
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

（%）（%）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

平成25年度

41.541.5

38.738.7
37.437.4 41.441.4

29.529.5

28.128.1
18.318.3

41.941.9
44.444.4

47.447.4

29.329.3

18.418.4

13.313.3

12.912.9

43.943.9
43.843.8

27.627.6

24.524.5

17.217.2

平成24年度平成23年度

胃ハイリスク

前立腺がん

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

肺がん

胃がん

胃ハイリスク

（%）（%）

50

60

70

80

90

100

平成25年度平成24年度平成23年度

前立腺がん

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

肺がん

胃がん
94.694.6 95.495.4 95.695.6

87.387.3
85.585.5

83.683.6

76.576.5
72.472.4

70.470.4

93.693.6
87.787.7
83.783.7

79.179.1

67.367.3

92.292.2

87.587.5
86.986.9

68.968.9

67.767.7

ま
す
。
自
分
の
た
め
、
身
近
な
人
の
た
め

に
も
検
診
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
精
密
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
受
診
率

　

特
定
健
康
診
査
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

に
着
目
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
必
要

の
あ
る
方
を
抽
出
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

該
当
し
た
方
に
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
を
見
な
お
す

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
健
康
診
査

〇
精
密
検
査
受
診
率
・
が
ん
発
見
者
数

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
完

治
の
可
能
性
も
高
く
な
り
、
治
療
に
要
す

る
費
用
や
時
間
な
ど
の
負
担
も
軽
く
な
り

を
受
け
る
こ
と
は
、
個
人
が
生
活
習
慣
を

振
り
返
る
う
え
で
絶
好
の
機
会
と
い
え
ま

す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
、
体

の
異
常
を
見
つ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
将

来
的
な
生
活
習
慣
病
発
症
の
リ
ス
ク
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

健
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
年
に

一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

が
ん
検
診
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課 

☎（
52
）１
１
１
６　

特
定
健
康
診
査
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課 

☎（
40
）５
５
５
６　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
関
す
る
こ
と

　

社
会
福
祉
課 

☎（
52
）１
１
１
２　

各
種
健
康
診
査（
検
診
）の
受
診
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（人）（人）
平成23年度平成23年度

平成24年度平成24年度

平成25年度平成25年度

0

5

10

15

20

胃がん

55

33 33

肺がん

55
66 66

大腸がん

88

1515 1515

子宮頸がん

22

55

22

乳がん

77

55

1313

前立腺がん

1717

1010

1616

胃ハイリスク

22

（%）（%）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

内人間ドック受診率
（特定）

後期高齢者健診受診率

特定健診受診率

平成25年度平成24年度平成23年度

37.737.7
39.439.4

33.433.4

41.041.0

33.333.3
30.330.3

3.73.7 3.93.9 4.64.6

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

今
年
１
月
11
日
に
「
下
野
市
特
別
住
民
票
」
を
交
付
さ
れ
た
の
は
、
カ
ン
ピ
く
ん
と
誰
で
し
ょ
う
？

問
３

がん検診受診率

精密検査受診率

がん発見者数

Shimotsuke
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利
用
者
み
ん
な
の
協
力

で
清
潔
な
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
！

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利

用
者
全
員
の
協
力
に
よ
り
、
清

潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

方
の
た
め
に
、
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
事
も
お
忘
れ
な

く
！
ご
み
出
し
の
際
は
、
ル
ー

ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　

回
収
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

・ 

回
収
日
を
間
違
え
る
と
回
収

さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残

り
ま
す
。

・ 

祝
祭
日
等
の
関
係
で
回
収
曜

日
が
変
更
さ
れ
て
い
る
月
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
南
河
内
・
国
分
寺
地
区
）

２
．
決
め
ら
れ
た
分
別
で

　

出
し
ま
し
ょ
う

・ 

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
回

収
さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

残
り
ま
す
。

　

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭

ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し

方
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
地
域
で
決
め
ら
れ
た

　

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・ 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
で
決

め
た
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
守
り

ま
し
ょ
う
。

・ 

決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

種
類
ご
と
に
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

さ
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
て
も
、

収
集
が
終
わ
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
後
出
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

４ 

．自
分
が
出
し
た
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

・ 

特
別
な
ご
み
、
変
わ
っ
た
ご

み
を
出
し
た
と
き
は
、
回
収
さ

れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

前
日
に
自
分
が
出
し
た
ご
み

が
、
翌
日
残
っ
て
い
た
ら
持
ち

帰
り
、
出
し
直
し
ま
し
ょ
う
。

５
．
出
し
方
・
分
け
方
を

　

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

・ 

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭

ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し

方
」
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

不
安
な
場
合
や
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
市
役
所
環
境
課
に
確

認
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　家庭から出された資源物（特に新聞紙）を、市が委託している収集
業者以外の者が持ち去る行為が全国的に多発しています。下野市でも
定期的にパトロールを実施していますが、さらに持ち去り防止を図る
ために「意思表示チラシ」を作成しました。出された資源物にこのチ
ラシを表示することにより、住民の皆さんが資源物を下野市の回収に
出していることを明確に示し、持ち去り行為の防止を図ろうとするも
のです。
　新聞紙等を出す際、このチラシを一番上の面に明示していただき、ご
みステーションにお出しください。チラシは市ホームページからダウ
ンロードいただけるほか、下野市役所国分寺庁舎２階の環境課窓口で
も配布しています。また、ご家庭にあるチラシの裏面等を利用し、同
様の文面を自書していただいたものでも結構です。
　持ち去り行為を防止するため、皆様のご協力をお願いいたします。

■問い合わせ先　環境課　☎（40）5559

チラシの表示例

自書した例

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
瓜
田
瑠
梨
】
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
ま
ろ
に
☆
え
〜
る
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。（
詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
）

Shimotsuke
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あ
な
た
の
知
ら
な
い
う

ち
に
不
法
投
棄
に
!?

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

さ
れ
た
ご
み
は
、
通
り
か
か
っ

た
業
者
に
処
理
を
頼
ん
だ
も
の

で
あ
っ
た
り
、
知
り
合
い
の
知

り
合
い
に
頼
ん
だ
も
の
で
あ
っ

た
り
と
様
々
で
す
。

　

業
者
等
に
処
理
を
依
頼
し
た

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
、
そ
の

業
者
等
が
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
ご
み
の
処
理
は
排
出
者
の

責
任
と
な
り
、
処
理
を
依
頼
主

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬

を
行
う
者
は
市
の
許
可
を
受
け

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
適
正
な
処
理
を
行
わ
な
い
た

め
に
も
、
処
理
を
依
頼
す
る
場

合
は
そ
の
業
者
等
の
許
可
証
を

確
認
し
た
り
、
名
称
や
所
在
、

連
絡
先
等
が
分
か
る
名
刺
や
領

収
書
な
ど
を
も
ら
い
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ン
プ
ル
調
査

　

市
環
境
課
で
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
美
化
と
ご

み
の
分
別
徹
底
を
更
に
図
る
た

め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巡

回
及
び
ご
み
袋
の
サ
ン
プ
ル
調

査
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
美
化
と
分
別
排
出
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ご
み
ど
う
や
っ
て

出
し
た
ら
い
い
の
？

　
〈
紙
パ
ッ
ク
編
〉

 

　

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ジ
ュ
ー
ス

の
紙
パ
ッ
ク
、
出
し
方
に
違
い

は
あ
る
の
？

 

　

内
側
が
白
色
で
あ
れ
ば
、

同
様
に
洗
っ
て
開
い
て
乾
か
し
、

新
聞
・
雑
紙
と
は
別
に
束
ね
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
燃

え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
パ
ッ
ク
は
と
て
も
良
質
な

パ
ル
プ
資
源
で
す
の
で
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。
１
リ
ッ
ト
ル

の
紙
パ
ッ
ク
30
枚
か
ら
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
5
ロ
ー
ル
が

作
れ
ま
す
。

QA

登
録
す
る
ワ
ン
！

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ

と
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町

村
に
飼
い
犬
の
登
録
を
す
る
こ

と②
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

③
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼

い
犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

鑑
札
・
注
射
済
票
に
は
番
号

が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ
で

保
護
さ
れ
て
も
飼
い
主
に
連
絡

が
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
４
月
に
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
登
録
済
み
の
飼
い
主

に
は
、
実
施
日
・
会
場
を
ハ
ガ

キ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

※
そ
の
場
で
登
録
の
手
続
き
も

行
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て

く
だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
サ
ッ
カ
ー
ウ
ェ
ア
（
１
３
０
㎝
長

袖
長
ズ
ボ
ン
）・
サ
ッ
カ
ー
ウ
ェ
ア

（
１
３
０
㎝
半
袖
半
ズ
ボ
ン
）・
Ｖ
Ｈ

Ｓ
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
車
で
行
く
日
本

の
旅
」・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
日

本
の
四
季
の
森
」・
ア
イ
ロ
ン
台
（
ス

タ
ン
ド
式
）・
ゆ
り
か
ご
・
ブ
ー
ツ
・

電
子
レ
ン
ジ
・
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
（
男

性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・

文
化
箏
・
学
習
机
（
女
児
用
イ
ス
付
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
男
児
服
（
80
〜
１
０
０
㎝
）・
自
転
車
・

愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
男
児
１
１
０
〜

１
２
０
㎝
）・
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
男

児
１
１
０
〜
１
２
０
㎝
）・
自
転
車
用

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
後
部
座
席
用
）・

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
家
庭
用
ミ
シ
ン
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
・
電
子
ピ
ア
ノ
・
女
児
服
（
１
０
０

㎝
）・
男
児
服
（
90
㎝
）・
石
橋
幼
稚

園
制
服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼

稚
園
制
服
（
男
児
１
３
０
㎝
）・
第
二

薬
師
寺
幼
稚
園
体
操
着
（
冬
用
90
〜

１
２
０
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
一
つ
で
、
下
野
市
産
の
野
菜
と
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
餃
子
と
い
え
ば
？

問
４

Shimotsuke
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走
り
初
め
！

第
９
回
下
野
市

天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
通
算
41
回
）開
催

　

１
月
12
日
、「
下
野
市
天
平

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
２
，
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
下
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■
大
会
入
賞
者

（
下
野
市
在
住
者　

敬
称
略
）

●
５
㎞
高
校
生
以
上
49
歳
以
下

（
男
子
）

　

第
２
位　

出
口
貴
之

　

第
３
位　

小
村
敬
俊

●
５
㎞
高
校
生
以
上
（
女
子
）

　

第
３
位　

福
永
真
弓

●
５
㎞
中
学
生
男
子

　

第
３
位　

佐
山
祐
輔

　

第
４
位　

慶
留
間
芳
基

　

第
６
位　

伊
澤
渚

●
５
㎞
中
学
生
女
子

　

第
１
位　

上
野
妃
織

　

第
３
位　

大
越
美
波

　

第
４
位　

久
保
光
彩
妃

　

第
５
位　

清
水
明
日
香

　

第
６
位　

岡
田
直
緒
美

●
10
㎞
40
歳
以
上 （
女
子
）

　

第
２
位　

上
田
美
代
子

● 
１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜

２
年
生
と
そ
の
父
親
）

　

第
５
位　

倉
澤
健
一
・
優
誠

　

第
６
位　

澤
野
辰
徳
・
有
輝

● 

１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜

２
年
生
と
そ
の
母
親
）

　

第
１
位　

福
永
真
弓
・
廉

　

第
３
位　

竹
井
京
子
・
翔
哉

　

第
５
位　

川
田
玲
子
・
理
月

　

第
６
位　

小
川
孔
子
・
唯

●
３
㎞
小
学
生
男
子（５

・
６
年
生
）

　

第
３
位　

島
﨑
勝
也

　

第
６
位　

田
村
海
斗

●
３
㎞
小
学
生
女
子（５

・
６
年
生
）

　

第
４
位　

青
木
愛
佳

※
入
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

一
本
松
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

２
ペ
ア
が
全
国
大
会
出
場
決
定

　

９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
、

第
８
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
（
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
‐

Ｃ
Ｕ
Ｐ
）
県
予
選
会
に
お
い
て
、

６
年
生
女
子
の
部
で
、
大
橋
琉

那
・
三
好
夏
未
ペ
ア
が
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
生
男
子

の
部
で
、
坂
寄
友
紀
・
渡
邊
優

太
ペ
ア
が
４
位
と
な
り
、
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

一
本
松
ク
ラ
ブ
代
表

　

増
山
義
一

　
☎
０
９
０（
３
４
７
１
）１
８
４
１

※
随
時
、
小
学
生
の
会
員
募
集

中
（
特
に
１
〜
３
年
生
大
歓
迎
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

国
分
寺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
県
大
会
で
第
３
位

　

11
月
15
〜
16
、
22
日
に
行
わ

れ
た
、
第
39
回
栃
木
県
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い

て
、
第
３
位
と
い
う
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
千

葉
県
船
橋
市
で
行
わ
れ
た
大
会

に
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
あ
た
た
か
い
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
か
ん
ぴ
ょ
う
入　

５
色
餃
子
」】
餃
子
の
皮
に
は
下
野
市
産
の
野
菜
、
具
材
に
は
か
ん
ぴ
ょ
う
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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第
９
回
下
野
市
南
河
内

地
区
一
周
駅
伝
競
走

大
会
結
果（
通
算
33
回
）

　

12
月
14
日
、
第
９
回
下
野
市

南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
鈴

木　

わ
か
ば
選
手
（
石
橋
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
）
に
よ
る
力

強
い
選
手
宣
誓
で
熱
戦
の
火
蓋

が
切
ら
れ
ま
し
た
。 

　

34
チ
ー
ム
総
勢
２
３
８
名

（
補
欠
選
手
及
び
監
督
、
チ
ー

ム
役
員
含
め
る
と
約
４
０
０

■
小
学
生
の
部　

８
チ
ー
ム

優
勝　

吉
田
西
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

緑
小
学
校
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ

第
３
位　

 

石
橋
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

ク
ラ
ブ

■
オ
ー
プ
ン
の
部　

９
チ
ー
ム

優
勝　

小
山
高
校

準
優
勝　

ス
ミ
ヤ
ミ
ノ
ル
タ

第
３
位　

リ
フ
レ
愛
走
会
Ａ

■
特
別
賞

<

一
般
の
部>

★ 

地
域
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

よ
か
っ
た
で
賞

　

自
治
医
大
と
ち
ぎ
子
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー

<

中
学
生
の
部>

★
が
ん
ば
る
の
は
今
で
賞

　

石
橋
中
野
球
部
Ａ

名
）
の
選
手
達
が
１
本
の
タ
ス

キ
を
つ
な
ぐ
た
め
、
力
強
い
走

り
で
私
達
に
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
入
賞
さ
れ
た
チ
ー
ム
及
び

区
間
賞
受
賞
の
選
手
、
ま
た
特

別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
チ
ー
ム
の

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

参
加
チ
ー
ム
の
皆
様
、
大
会

運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
競

技
役
員
、
下
野
警
察
署
、
下
野

市
交
通
指
導
員
、
自
治
医
科
大

学
附
属
病
院
、
後
援
い
た
だ
い

た
株
式
会
社
下
野
新
聞
社
、
下

野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
し
も

つ
け
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ス
ポ
ン

サ
ー
の
㈱
ス
ズ
キ
自
販
栃
木
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
温
か
い
か
ん

ぴ
ょ
う
汁
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
一
般
の
部　

９
チ
ー
ム

優
勝　

チ
ー
ム
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

準
優
勝　

石
橋
高
校
野
球
部
Ａ

第
３
位　

胸
痛
発
作

■
中
学
生
の
部　

８
チ
ー
ム

優
勝　

南
河
内
第
二
中
Ａ

準
優
勝　

南
河
内
中
学
校

第
３
位　

南
河
内
第
二
中
Ｂ

★ 

来
季
に
向
け
て
走
り
込
み
ま

賞

　

国
分
寺
中
学
校
Ｚ

<

小
学
生
の
部>

★
お
し
か
っ
た
で
賞

　

薬
師
寺
ス
ポ
ー
ツ

★
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞

　

南
河
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

★
楽
し
く
走
れ
た
で
賞

　

緑
小
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ

<

オ
ー
プ
ン
の
部>

★
広
げ
よ
う
カ
ム
バ
ッ
ク
賞

　

宇
南
Ｔ
Ｃ

<

第
９
回
記
念
特
別
賞>

　

Ｓ
Ｍ
Ｋ
48

　

ま
ん
ま
て
い

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

第
７
回
下
野
市
ク
ラ
ブ

対
抗
テ
ニ
ス
大
会

　

春
恒
例
の
ク
ラ
ブ
対
抗
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
チ
ー

ム
を
作
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
15
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
の
方
を

２
名
以
上
含
む
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
４
〜
５
名
）

■
種
目

　

一
般
男
子
団
体
戦
、
一
般
女

子
団
体
戦

　

男
子
、
女
子
と
も
ダ
ブ
ル
ス

２
組
の
対
抗
戦
。（
１
勝
１
敗

の
時
は
代
表
者
戦
を
行
う
）
６

ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
、

セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
方

式■
参
加
費

　

１
チ
ー
ム

　

４
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み

　

必
要
事
項
（
チ
ー
ム
名
、
代

表
者
連
絡
先
、
選
手
名
）
を
明

記
し
、
次
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
持
参

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

井
上
宅　

（
53
）７
１
１
５

③
メ
ー
ル

　

 tennis_m
urao@

nifty.
com

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://hom
epage2.nifty.

com
/SCT

A
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

　

井
上
和
宏

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
の
教
育
に
つ
い
て
の
情
報
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
「
下
野
市
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
通
称
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
か
ん
ぴ
ょ
う
ネ
ッ
ト　
　

②
け
や
き
ネ
ッ
ト　
　

③
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト

問
５
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平
成
26
年
度
下
野
市

「
人
・
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す

　

当
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が

一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を
創
造
し

て
い
く
「
市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

講
演
会
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
を
応
援
す
る
た
め

に
平
成
25
年
度
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
習
支
援
者
と
し

て
、
す
ぎ
な
み
大
人
塾
（
杉
並

区
）、
し
も
つ
け
大
人
塾
（
下

野
市
・
左
頁
「
し
も
つ
け
大
人

塾
26
通
信
」
参
照
）
な
ど
各
地

で
「
だ
が
し
や
楽
校
」
と
い
う

独
自
の
手
法
に
よ
っ
て
市
民
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
支
援
を

行
っ
て
い
る
、
松
田
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
ご
自
身
の

取
り
組
み
を
中
心
に
、
人
と
ま

ち
が
元
気
に
輝
く
協
働
の
ま
ち

科
修
士
課
程
修
了
。
教
育
学
修
士
。

専
門
：
社
会
参
画
論
、
着
想
論
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
論
。

主
な
著
書
：『
だ
が
し
や
楽
校

の
ス
ス
メ
』（
共
著
、
創
童

舎
、
２
０
０
３
）、『
輪
読
会

版
・
駄
菓
子
屋
楽
校
』（
新
評
論
、

２
０
０
８
）、『
関
係
性
は
も
う

一
つ
の
世
界
を
つ
く
り
出
す
』

（
新
評
論
、
２
０
０
９
）、『
人
と

か
か
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
習
帳
』（
２
０
１
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

下
野
市
市
民
人
権
講
座

開
講
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
は
「
子
ど
も
の
人
権

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
を
テ
ー
マ

に
「
子
ど
も
の
貧
困
」「
児
童

虐
待
」「
い
じ
め
」「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。
全
４
回
の
講
座
で
す
が
、

１
回
の
受
講
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回　

２
月
24
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

・  

内
容　
「
子
ど
も
の
貧
困
と

地
域
の
関
わ
り
」

・ 

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
島
子

ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

理
事
長　

栗
林
知
絵
子　

氏

づ
く
り
の
コ
ツ
や
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
で
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
方

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
演
題　
「
人
と
ま
ち
が
元
気

に
輝
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

■
日
時
・
場
所

　

3
月
7
日
㈯

　

午
後
2
時
〜
4
時

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
定
員

　

１
５
０
名
（
入
場
無
料
）

■
講
師

　

東
北
芸
術
工
科
大
学

芸
術
学
部　

松
田
道
雄　

教
授

<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

　

１
９
６
１
年
山
形
市
生
ま
れ
。

山
形
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

第
２
回　

３
月
３
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

・  

内
容　
「
児
童
虐
待
の
現
状

と
課
題
」

・ 

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
い

じ
ょ
う
ぶ　

代
表　

畠
山
由
美　

氏

第
３
回　

３
月
12
日
㈭

　

午
後
10
時
〜
正
午

・  

内
容　
「
い
じ
め
は
子
ど
も

の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

・ 

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン

ト
ル
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

代
表
理
事　

小
森
新
一
郎　

氏

第
４
回　

３
月
17
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・  

内
容　
「
子
ど
も
た
ち
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状

と
対
応
方
法
」

・ 

講
師　

ピ
ッ
ト
ク
ル
ー
㈱

※
講
座
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
回
40
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　

第
１
回　

２
月
17
日
㈫

※
各
回
１
週
間
前
ま
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

し
も
つ
け
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
開
催
の
ご
案
内

　

も
う
す
ぐ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

季
節
到
来
！
花
や
庭
木
の
基
本

的
な
植
え
付
け
方
や
手
入
れ
方

法
・
市
の
緑
化
推
進
の
状
況
に

つ
い
て
、
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
知
っ
て
得
す
る
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
基
礎
知
識
や
、
そ
れ
ら

を
生
か
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
春
以

降
は
実
技
も
取
り
入
れ
た
講
座

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容
及
び
講
師

　
「
花
と
緑
の
春
夏
秋
冬
」

　

・
市
造
園
建
設
業
協
同
組
合

　
「
市
の
緑
化
推
進
の
状
況
」

　

・
市
農
政
課

■
受
付　

２
月
24
日
㈫
〜

　

３
月
10
日
㈫
（
日
・
水
除
く
）

定
員
（
先
着
25
名
）
に
な
り
次

第
締
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

しもつけ大人塾での
松田先生

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】 

市
内
各
小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
教
育
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

 

（
50
ペ
ー
ジ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。）
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　平成26年6月からスタートした「しもつけ大人
塾」ですが、ついに最終回を迎えることができ
ました。
　最終回では、講師の松田先生をファシリテー

ターに、これま
での講座の学び
をふりかえり、
これから地域で
学んだことを活
かし、どんなこ
とに挑戦してみ

たいかを話し合いました。
　第6回（9月13日㈯）の生涯学習情報センター
でのハンズ・イン・カフェ、第7回（10月11日㈯）
の薬師祭での自分みせ（見せ・店）、第9回（11
月8日㈯）の道の駅しもつけでの「遊んでみんべ
　よってけ屋」の開催を通じて、自分の特技を
活かし市内外の多くの人々と交流しました。
　こうした体験を
ふりかえる中で、
受講生から「まだ
まだ知らないしも
つけ市のよい所が
たくさんあるはず。

みんなで市内を探検してマップをつくりたい」
という意見がでました。そこから「しもつけマッ
プをつくりませんか？」と題し、オリジナルの
イラストマップをつくるワークショップを開催
したいというアイデアが生まれました。
　受講生は「これから一緒に活動してくれる仲
間も増やしていこう！」と熱く語っていました。
　この「しもつけ大人塾」をきっかけに、まち
づくりに興味を膨らませていただけたようです。
　まちづくり市民力養成講座「しもつけ大人塾」
では、まちづくりに取り組もうとする市民の皆
さんを応援することを目的に、自分の特技を活
かして多くの人々と交流することで、自分と地
域を元気にするための学習を提供してきました。
　今年度で「しもつけ大人塾」は一旦終了しま
すが、平成27年度もまちづくりに取り組もうと
する市民の皆さんを応援するために、新たな「ま
ちづくり市民力養成講座」を開催します。どう
ぞご期待くだ
さい。

栃
木
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
表
彰
受
章
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
13
日
に
栃
木
県
公
館
で

平
成
26
年
度
栃
木
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
表
彰
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
で
は
、「
と
ち
ぎ
の

子
ど
も
育
成
憲
章
」
の
理
念
に

沿
っ
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
子

ど
も
育
成
・
憲
章
功
労
者
と
し

て
野
沢
洋
子
さ
ん
、
優
良
青
少

年
団
体
と
し
て
南
河
内
第
二
中

学
校
美
術
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
下
野
市
人
権
教

育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
度
は
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
・

犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
ど
う
守
る

か
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
子
ど

も
の
人
権
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

12
月
20
日
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
自

分
や
家
族
の
写
真
、
住
所
な
ど

の
個
人
情
報
を
暴
露
さ
れ
、
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
た
青
少
年
の

事
件
な
ど
を
例
に
、
ネ
ッ
ト
利

用
の
恐
ろ
し
さ
や
親
子
の
情
報

教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

講
師
の
安
川
氏
は
、
こ
う
し

た
悲
惨
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
「
保
護
者

が
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
理
解
す

る
」「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
絶

対
に
外
さ
な
い
」
こ
と
が
必

要
で
、「
最
後
に
子
ど
も
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
保
護
者

し
か
い
な

い
。
普
段
か

ら
親
子
の
絆

を
し
っ
か
り

と
育
ん
で
欲

し
い
」
と
来

場
者
に
熱
く

語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

野沢洋子さん

第6回のようす

第8回のようす 最終回で熱く語る受講生

南河内第二中学校
美術部の生徒さん

しもつけ大人塾 26 通信（最終回）

◎第10回（11月29日㈯）「しもつけ大人塾をふりかえる～自分みせ（見せ・店）を活かして自分魅せ～」
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　　南河内図書館　　
■吉田西小学校・南河内中学校作品展示
展示期間：2月1日㈰～ 28日㈯
■読書会　
2月14日㈯　午前10時～
テキスト／吉村　昭 著「冷い夏、熱い夏」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
2月14日㈯　１階児童コーナー　
・ 1回目：午前10時～
絵　本「ぶたのたね」「よくばりすぎたねこ」
紙芝居「とくべつなプレゼント」　ほか
・ 2回目：午前11時～
絵　本「またまたぶたのたね」　
紙芝居「もえもえマン」　ほか
2月28日㈯　１階児童コーナー
・ 1回目：午後2時～
絵　本「あんぱんまんとばいきんまん」
紙芝居「トーマスとしゃしん」　ほか
・ 2回目：午後3時～
絵　本「はるがくれたハンカチ」
紙芝居「なぜおひなさまをかざるの？」　ほか

　　石橋図書館　　
■古山小学校作品展示　1階休憩コーナー
展示期間：2月2日㈪～ 28日㈯
■おはなし会　1階おはなしコーナー
2月7日㈯　午前11時～
絵本：「こねこのチョコレート」「おばけのジ
ョージー」ほか
2月21日㈯　午前11時～
絵本：「ペレのあたらしいふく」「くまのビー
ディーくん」ほか
■下野学教養講座　2階研修室
2月7日㈯　午後1時30分～ 3時
「グリムこぼれ話」※要申込み
■読書会　
2月11日㈬　午前10時～
テキスト／山口　瞳 著「家族」
■映画会　　2階視聴覚室　
2月14日㈯　午前10時30分～

　　国分寺図書館　　
■国分寺小学校・西小学校作品展示　視聴覚室
展示期間：2月3日㈫～ 28日㈯
■お面作りと豆まき会　2階視聴覚室
2月1日㈰　午前11時～ 
定　員30名（※要申込み）／参加無料

■新聞コラム書き写しの会特別企画
『腸から健康』健康生活講座参加者募集
2月6日㈮　午前9時～ 10時30分
内　容：新聞コラム書き写しの後に、健康的に
生活するための講座を行います
定　員：20名（要申込み）／参加無料
※20日㈮は通常の講座を行います
■お話ポケットの会のおはなし会
2月14日㈯　午後2時～
大型絵本「わにわにのおふろ」
紙芝居「おにがしまのまめ」
■読書会　2階視聴覚室
2月21日㈯　午前10時～
テキスト／宮本　輝 著「春の夢」
■スタッフによるお楽しみ会
2月28日㈯　午前10時～
■「作家うしろよしあきさんと俳句を作ろう」
3月6日㈮　午前10時～ 12時
定　員：20名（※要申込み）／参加無料

本とあそぼう「全国訪問おはなし隊」
絵本をたくさん載せたキャラバンカーがやっ
てきます。おはなし会もありますよ！

・2月28日㈯午前10時30分～　石橋図書館
・3月7日㈯午後2時30分～　国分寺図書館

※国分寺図書館は玄関前駐車場にキャラバン
カーがきますので、来館者は南側駐車場をご
利用いただきますようお願いいたします。

ＱＲコード

利用案内
■2月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
夢は、努力でかなえる。（南） … 葛西　紀明

競技生活25年、オリンピック出場7回のレジェンドが
初めて明かす、メダルを獲れなかった 16年間の想い。

幻想探偵社（南） … 堀川アサコ
２４６（国） … 沢木耕太郎
幸転力（国） … 吉瀬美智子
何が困るかって（石） … 坂木　司
福も来た（石） … 群　ようこ
＜児童書＞
のっぺらぼうのかがみ（南） … やまもとしょうぞう
しゅわしゅわ村のどうぶつたち（南） … くせさなえ
すりかえかめん（国） … はらこうへい
やろうよサッカー（国） … 西川　陽介
へのかっぱ（石） … 飯野　和好
鳥よめ（石） … あまんきみこ
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ
NHK大河ドラマ「花燃ゆ」

　1月からスタートしたNHKの大河ド
ラマ「花燃ゆ」は、明治維新で活躍し
た志士を育てた吉田松陰と、その家族
を中心に描かれています。
　今月の「読書人」では、吉田松
陰を始め、物語に関連のある人物
にスポットを当てた本をご紹介し
ます。

吉田松陰の妹・
文のことがマン
ガで 3時間でわ
かる本

津田 太愚 著
明日香出版社

花燃ゆ １

大島 里美
宮村 優子 作
NHK出版

志ありせば
吉田松陰

奈良本辰也 編
廣済堂出版

一番詳しい吉田
松陰と松下村塾
のすべて

奈良本辰也 編
KADOKAWA／
中経出版

覚悟の磨き方
超訳吉田松陰

池田　貴将 編訳
サンクチュアリ出版

松下村塾と
幕末動乱

オフィス五稜郭
　編
双葉社

若くして大切な家族をなくし、時代に振り回
されながらも 79歳まで意思を持ち続けて生
きた女性・文。幕末志士の魅力にも触れなが
ら、文の一生を分かりやすく紹介。 （南）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

長州・萩も下級武士、杉家の四女・文は、破
天荒な兄・吉田寅次郎（松陰）を支え、杉家
の家族とともに様々な困難を乗り越えてい
く。 （国）

吉田松陰の人柄・松下村塾・一番弟子である
高杉晋作などについてやさしい文章で論述さ
れた書。これを読めば松陰の生涯の概要が分
かること間違いなし！ （南）（石）

天朝に信頼を捧げ、藩主に篤い忠誠心を持っ
た男・吉田松陰。ヒューマニストである彼に
ついて幕末維新史研究の第一人者 11名が語
り尽くした書。 （石）

時代の常識をことごとく破り、幕末の英雄た
ちに大きな影響を与えた天才思想家・吉田松
陰。30 歳という若さでこの世を去った彼の
「願い」が集まった一冊。 （南）

思想家・教育者だった吉田松陰の生涯をはじ
め、高杉晋作、日下玄瑞ら松陰門下生たちが
幕末維新から明治への流れの中で、主要な事
変にどう係わっていたのかを紹介。 （国）

コミック版日本の歴史13

幕末・維新人物伝
吉田松陰と

高杉晋作
企画・構成・監修
加来　耕三

原作
　すぎた　とおる

作画　瀧　玲子
ポプラ社

己の信念を貫き、激動の幕末を生きた吉田松陰と、彼の
遺志を受け継ぎ攘夷運動を行った高杉晋作。彼らの生涯
を漫画で分かりやすく紹介。 （石）

読書人
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本
来
、
節
分
と
い
う
の
は
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・

立
冬
の
前
の
日
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
旧
暦
で
は

立
春
の
頃
が
一
年
の
始
め
と
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ

ま
し
た
。
立
春
を
新
年
と
す
る
と
節
分
は
大お

お
み
そ
か

晦
日

に
相
当
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
も
節
分
の

こ
と
を
「
年
越
し
」
と
い
う
地
域
が
あ
り
ま
す
。

栃
木
県
で
は
足
利
市
の
鑁ば

ん
な
じ

阿
寺
で
節
分
の
日
に
開

催
さ
れ
る
「
鎧
よ
ろ
い

年と
し
こ
し

越
し
」
が
有
名
で
す
。
こ
れ

は
、
足
利
尊た

か

氏う
じ

か
ら
遡
さ
か
の
ぼる

こ
と
五
代
前
の
足
利
泰や
す

氏う
じ

（
鎌
倉
時
代
中
期
）
の
頃
、
坂ば
ん
ど
う東

武む
し
ゃ者

五
百
騎

を
鑁
阿
寺
南
大
門
前
に
勢
ぞ
ろ
い
さ
せ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
行
事
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の
夜

は
、
鎧
よ
ろ
い

兜か
ぶ
とを
付
け
た
武
者
た
ち
が
、
保ほ
げ
ん元
・
平へ
い
じ治

の
乱
絵
巻
の
よ
う
に
大
通
り
を
練
り
歩
き
、
鑁
阿

寺
で
豆
ま
き
を
し
ま
す
。
こ
の
豆
撒
き
は
、
本
来

は
「
追つ

い
な儺

」
と
い
う
宮
中
の
行
事
で
、
大
晦
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、「
豆ま

め
ま撒

き
」、「
追
儺
」
を
行
っ
た
か
と

い
う
と
、
季
節
の
変
わ
り
目
、
季
の
境
目
（
隙
間
）

は
魔
物
が
侵
入
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
邪
気
を
祓は
ら

い
、
身
を
守
る
た
め

に
豆
を
撒ま

き
ま
し
た
。
豆
は
炒い

っ
た
も
の
を
使
い

ま
す
。
豆
を
炒
る
と
爆は

ぜ
ま
す
が
そ
の
破は
れ
つ
お
ん

裂
音
も

厄
除
け
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

柊ひ
い
ら
ぎに

イ
ワ
シ
の
頭
を
刺
し
門
口
に
飾
る
の
は
節

分
の
夜
に
「
か
ぐ
鼻
」
と
い
う
鬼
が
現
れ
、
家
々

を
巡
っ
て
人
を
さ
ら
っ
て
食
べ
た
ら
し
い
の
で
す

が
、
そ
の
鬼
が
嫌
う
の
が
イ
ワ
シ
の
臭
い
で
、
こ

の
臭
い
と
柊
の
棘と

げ

で
鬼
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

節
分
が
過
ぎ
る
と
「
立
春
」
と
な
り
ま
す
。
立

春
が
一
年
の
始
め
と
さ
れ
、
こ
の
日
が
起
点
と
な

り
、
こ
の
日
か
ら
八
十
八
夜
、
二
百
十
日
な
ど
と

数
え
ま
す
。
ま
た
、
暦
上
は
こ
の
日
か
ら
春
と
な

り
、
梅
の
花
が
咲
き
始
め
、
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な

る
春
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
春
の
早
朝
、

禅
寺
で
は
入
口
に
「
立
春
大
吉
」
と
書
い
た
お
札

を
貼
る
風
習
が
あ
り
、
家
の
鬼き

も
ん門

に
こ
の
札
を
貼

る
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
立
春
大
吉
」
は
、

四
文
字
と
も
そ
の
文
字
が
左
右
対
称
で
縁
起
が
良

く
、
一
年
間
災
難
に
あ
わ
な
い
吉き
っ
し
ょ
う
く

祥
句
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
中
で
は
、
新
年
の
稲
の
豊

作
を
天て

ん
し
ん神

地ち

ぎ祇
に
祈
る
祭
り
が
あ
り
、
そ
の
年
中

行
事
を
「
祈

と
し
ご
い
の
ま
つ
り

年
祭
」
と
い
い
ま
し
た
。
起
源
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』
に
は
二

月
四
日
に
祭
日
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
神
様
を
祭

る
神
社
は
全
国
三
，
一
三
二
座
で
、
こ
の
う
ち
各

国
で
国
司
が
祭
る
神
社
は
二
，
三
九
五
座
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
現
在
の
栃
木
市
に
所
在
す
る

国
指
定
史
跡
下
野
国
府
の
北
側
に
祭
ら
れ
て
い

る
（
総
社
）「
大お

お
み
わ神
神じ
ん
じ
ゃ社
」
も
入
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
古
代
の
国
司
は
各
国
内
の

全
て
の
神
社
を
一
宮
か
ら
順
に
巡
拝
し
て
い
ま

し
た
が
、
国
府
の
そ
ば
に
総
社
を
設
け
国
内
の
神

様
を
ま
と
め
て
祭
り
、
作
業
を
簡
素
化
し
ま
し

た
。
こ
の
下
野
国
総
社
は
、
奈
良
時
代
か
ら
「
室む
ろ

の
八や
し
ま嶋

」
と
し
て
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌

集
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
和
歌
集
に
登
場
し

ま
す
。「
暮
る
る
夜
は　

衛え

じ士
の
た
く
火
を　

そ

れ
と
見
よ　

室
の
八
島
も　

都
な
ら
ね
ば
」
藤ふ
じ
わ
ら原

定て
い
か家
（『
新し
ん
ち
ょ
く
せ
ん
わ

勅
撰
和
歌か
し
ゅ
う集
』）。
歌
枕
の
意
味
は
、「
燃

え
上
が
る
恋
の
炎
に
身
を
焼
く
煙
」
と
情
熱
的
な

恋
の
歌
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
松ま

つ
お尾

芭ば
し
ょ
う蕉

と
門

人
曾そ

良ら

も
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

※
旧
暦
の
元
日
は
立
春
の
頃
で
、
立
春
の
日
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

立　

春　

大　

吉
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

17
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

第９回下野薬師寺跡史跡まつり…P36

第５回下野市消費者まつり…P37

「広報しもつけ」を有償で郵送します…P38

下野市議会主催講演会のお知らせ…P42

「下野ブランドカフェ」に参加しませんか？…P45

月 火 水 木 金 土 日
2/1

そらくん

人権講演会in矢板（1･32）
シニアスキーツアー
（1･21）
ソフトバレーボール大会
（1･21）

2 3 4 5 6 7 8

まひろ みなとくん

つくし子育
て巡回相談
（2･22）
税理士無料税
務相談（1･36）

アコーディ
オン「歌声」
（2･36）
保育士体験会
（1･35）
剣道教室
（1･21）

プチサンタ親
子で楽しむ会
（1･28）

写経体験教室（1・28）
まちづくり市民懇談会
（1・4）
ゲートキーパー養成研修
会（1・15）

プチサンタ親子で楽しむ
会（1・28）
五士会無料相談会（1・36）
ファミリースキー教室
（1・20）

9 10 11 12 13 14 15
はつらつサロ
ン（1・17）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1・22）
ゆりかご子育
て巡回相談
（2・22）

かずき

がん患者と家
族のサロン
（1・31）
剣道教室
（1･21）

しもつけ減塩
部②（1・16）
道の駅食の
オープンス
クール
（12・29）

聞こえの悩み・補聴器・人
工内耳の講演と相談会
（2･48）

日本語スピーチ発表会（2・52）
オープンペア卓球大会（1・21）
フッ素塗布・歯の相談（2・21）

16 17 18 19 20 21 22
所得税・市県民
税申告相談開
始日（1・9）

こころの健康
相談（2・22）
パソコンスキ
ルアップ講座
（1・22）
改正相続税法
講演会（2・42）

フレッシュマ
マ・パパ教室
（1・15）

剣道教室
（1･21）
アコーディ
オン「歌声」
（2･36）

とちぎ障がい
者合同就職面
接会（2･48）
とちぎの企
業！魅力体験
バスツアー
（2･37）

福祉講演会（2･37）
まちづくり市民懇談会（1･4）
ドイツ風カーニバル祭り
（2･52）
下野ブランドカフェ（2･45）

小山歯科医師会市民公開
講座（2･21）

23 24 25 26 27 28 3/1
はつらつサロ
ン（1・17）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1・22）
市民人権講座
①（2・30）

司法書士無料
法律相談会
（2・47）
みそ汁塩分測
定会（2・22）

行政書士無料
専門相談会
（2・47）
歩くらす
（2・23）

働く人のメン
タルヘルス相
談（2・48）
脂っ得納得教
室（2・24）

第５回下野市消費者まつ
り（2・37）
木工教室（1・27）
市議会主催講演会（2・42）

はるき

2 3 4 5 6 7 8
ヘルシーライ
フスタイル講
座（2・23）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1・22）
市民人権講座
②（2･30）

つくし子育
て巡回相談
（2･22）

アコーディ
オン「歌声」
（2･36）
歩くらす
（2・23）
しもつけ減塩
部②（1・16）

人・まちづくり講演会
（2・30）

第９回下野薬師寺史跡ま
つり（2・36）
下野オープンキンボール
スポーツ大会2015
（1・20）

9 10 11 12 13 14 15
はつらつサロ
ン（1・17）

めいちゃん

フレッシュマ
マ・パパ教室
（1・15）

がん患者と家
族のサロン
（2・40）
歩くらす
（2・23）

市民人権講座
③（2･30）
花と緑のボラ
ンティア講座
（2･30）

りくくん

クラブ対抗テニス大会
（2･29）

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

２月誕生日のみんな！
おめでとう

国分寺公民館まつり（1･23） 

南河内公民館まつり（1･23） 

石橋公民館まつり（1･23） 

グリム絵画展・グリム童話賞作品展（2･36） 

グリム絵画展・グリム童話賞作品展（2･36） 
県立栃木特別支援学校

南河内東公民館まつり（1･23） 

農業用軽油免税申請（2･38）

作品展（2･42） 
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イ
ベ
ン
ト

第
９
回
下
野
薬
師
寺
跡
史
跡
ま
つ
り

3/8

下
野
薬
師
寺
跡
史
跡
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
梅
の
花
を
た
の
し

み
な
が
ら
文
化
の
香
り
に
ふ
れ
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
会
場

下
野
薬
師
寺
跡
及
び
下
野
薬
師

寺
歴
史
館

■
催
し
内
容

○ 
薬
師
寺
幼
稚
園
児
に
よ
る
演
奏
会

○ 

発
掘
調
査
現
場
現
地
説
明
会

（
下
野
薬
師
寺
跡
第
40
次
調
査

成
果
）

　

・ 

竪
穴
建
物
跡
や
掘
立
柱
堀
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
雅
楽
演
奏（
雄
琴
神
社
雅
楽
会
）

○
梅
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料
配
布

○
模
擬
店

○
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
解
説

　
（
歴
史
館
・
下
野
薬
師
寺
跡
）

○
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り

○
ふ
く
べ
細
工
絵
付
け
体
験

○
ミ
ニ
新
幹
線

○
弓
矢
体
験
・
・
・
等

※ 

雨
天
等
で
内
容
が
一
部
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）3
1
2
1

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

2/5 他
歌
の
好
き
な
人
、
石
橋
公
民
館

に
集
ま
れ
！
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

演
奏
に
あ
わ
せ
楽
し
く
歌
い
ま
し

ょ
う
。

■
日
程
・
場
所

　

石
橋
公
民
館

　
　

２
月
19
日
㈭　

第
４
回

　
　

 

原
則
、
偶
数
月
の
第
２
木
曜

日
に
開
催
（
次
回
は
４
月
）

　

南
河
内
公
民
館

　
　

２
月
５
日
㈭
・
３
月
６
日
㈮

　
　

 

原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に

開
催

■
２
会
場
共
通
事
項

　

時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

 

参
加
費
：
５
０
０
円
（
歌
集
貸

出
・
申
し
込
み
不
要
）

　

講
師
：
三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

　

代
表　

佐
藤

　

☎（
48
）１
６
６
３

1

第15回グリム絵画展は、「下野市の風景」の絵画作品を募集しました。また、グリム童話賞については、
「雪」をテーマにした創作童話を広く募集し、全国各地から570点を超える多くの素晴らしい作品が寄せ
られました。今回の企画展では、絵画展の入賞・入選作品と童話賞の大賞作品を展示します。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

竪穴建物跡等がご覧いただけます

第14回グリム絵画展 一般の部 グリム大賞作品
「烏ケ森公園」川勾英雄

グリム絵画展入選
グリム童話賞入賞

第15回

作品展

第34回企画展

２月15日㈰～22日㈰
午前10時～午後４時
（22日は午後３時まで）
休館日　２月17日㈫

　■入場無料
　■会場　グリムの森「グリムの館」
　■主催　一財）グリムの里いしばし
　■問い合わせ先　52－1180
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

福
祉
講
演
会
の
ご
案
内

2/21
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福

祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
21
日
㈯

■
場
所

　

南
河
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

開
場
：
午
後
１
時

　

 

開
演
：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
講
師

　

金
澤
泰
子
氏
・
金
澤
翔
子
氏（
書

家
）

■
演
題

　

ダ
ウ
ン
症
の
こ
ど
も
を
育
て
て

学
ん
だ
こ
と

■
入
場　

無
料

■
申
込
方
法

　

先
着
１
５
０
名
に
よ
る
整
理
券

配
布

※ 
整
理
券
は
１
人
５
枚
ま
で
と
し

ま
す
。
電
話
予
約
や
郵
送
等
に

よ
る
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
整
理
券
配
布
日

　

２
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

■
整
理
券
配
布
場
所

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
（
下
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　

☎（
43
）１
２
３
６

「
と
ち
ぎ
の
企
業
！
魅

力
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
す

2/20
県
で
は
、
県
内
企
業
に
就
職
を

希
望
し
て
い
る
学
生
（
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
）
及
び

学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職

卒
業
者
を
対
象
に
「
と
ち
ぎ
の
企

業
！
魅
力
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
印

刷
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
労
働
政
策
課
宛
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
程
・
場
所

　

２
月
20
日
㈮

　

・ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
放

送
・
通
信
業
）

　

・
協
栄
産
業
㈱
（
製
造
業
）

■
参
加
費

無
料
（
集
合
・
解
散
場
所
ま
で

の
往
復
交
通
費
及
び
昼
食
代
は
自

己
負
担
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
０

－

８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
1

－

1

－

20

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

労
働
政
策
課　

雇
用
対
策
担
当

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
５

「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
と
ち
ぎ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 
http://w

w
w
.tochigi-w

ork2.
net/お

知
ら
せ

２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す

　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
5
年
に
一
度
、
農

林
業
や
農
山
村
の
実
態
を
調
べ
、

国
や
地
方
の
農
林
業
施
策
の
企

画
・
推
進
に
役
立
つ
と
て
も
大
切

な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員

が
調
査
票
を
配
布
し
、
2
月
以
降

に
調
査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

第５回下野市消費者まつり
を開催します！

「つながろう消費者 ～安全・安心なくらしのために～」

■日時　２月28日㈯　午前９時45分～午後１時30分
■場所　保健福祉センターきらら館（下古山1220）
■内容
　・参加団体等による消費者情報や活動内容の展示
　・ かんぴょう汁の無料配布（午前11時30分～）、
甘酒の無料配布（午後０時15分～）、刃物研
ぎ、木工教室（事前予約制）など

■同時開催
　●10：10～　消費者啓発講演会
　　テーマ：「消費者被害に遭わないために」
　　講　師：山口　益弘 弁護士
　●11：45～
　 「劇団らくりん座」による消費者被害防止啓発劇
　　テーマ： 「宇宙大王の切ない大冒険～悪質商法

にご用心～」

　安全・安心な消費生活を目指し、生活に役立つ
情報を集めて賢い消費者になりましょう!!

■主催
　下野市・下野市消費者まつり実行委員会
■問い合わせ先
　生活安全課　☎（40）5555

2



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.２
38

農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
の

追
加
受
付
に
つ
い
て

１
月
に
農
業
用
免
税
軽
油
の
申

請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
に
何
ら
か
の
事
情
で
交
付
申
請

が
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

臨
時
に
追
加
受
付
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
下
野
市
の
申
請
日

時
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時

　

３
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
1
時
〜
4
時

■
場
所

　

栃
木
県
下
都
賀
庁
舎　

第
2
福

利
厚
生
棟　

2
階
会
議
室

■
持
参
す
る
も
の

⑴
免
税
軽
油
使
用
者
証

⑵
印
鑑

⑶ 

免
税
軽
油
の
引
取
り
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
又
は
領
収
書
を

添
付
、
写
し
で
も
可
）

⑷
手
数
料
4
2
0
円

⑸ 

耕
作
証
明
書
（
新
規
申
請
及
び

耕
作
面
積
が
減
っ
た
場
合
）

※ 

更
新
の
み
の
場
合
、
及
び
耕
作

面
積
が
増
え
た
場
合
は
耕
作

証
明
は
不
要
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

① 

新
規
申
請
及
び
交
付
数
量
の
見

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後

日
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

② 

新
規
申
請
及
び
登
録
機
械
の
入

れ
替
え
が
あ
る
方
は
、
機
械
の

「
メ
ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬

力
」
を
メ
モ
等
に
控
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

③ 

国
税
及
び
地
方
税
の
滞
納
処
分

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分
解

除
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し

な
け
れ
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

④ 

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
農
業

等
に
係
る
免
税
制
度
に
つ
い

て
は
、
現
在
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
の
経
過
措
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
制
度

延
長
が
未
定
の
た
め
、
今
回
の

一
括
交
付
で
交
付
と
な
る
数

量
は
、
前
年
度
交
付
し
た
1
年

間
分
と
同
数
量
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

※ 

朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯

は
混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※ 

更
新
手
数
料
4
2
0
円
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
税
事
務
所

　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

　

☎
0
2
8
2（
23
）6
8
8
2

○
下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）2
1
1
6

「
広
報
し
も
つ
け
」を

有
償
で
郵
送
し
ま
す

「
広
報
し
も
つ
け
」
は
、
自
治

会
を
と
お
し
て
配
付
し
て
い
る
ほ

か
、
公
共
施
設
、
金
融
機
関
、
一

部
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
配
付
し
て

お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

４
月
号
か
ら
有
償
で
の
広
報
の

郵
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
次
の
と
お
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
近
く
の
設
置
場
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は

郵
送
費
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
書「
広
報
紙
郵
送
依
頼
書
」

に
利
用
者
負
担
分
の
切
手
を
添
え

て
、
総
合
政
策
課
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、
年
度
ご
と
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
書
は
総
合
政
策
課
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ

い
。

■
利
用
者
負
担

　

郵
送
実
費
分
。
１
か
月
２
１
５

円
×
希
望
月
数
分
の
切
手
（
ゆ
う

メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。）

■
申
込
期
限

　

広
報
発
行
日
（
毎
月
１
日
）
の

15
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
例
：
４
月
か
ら
希
望
す
る

場
合
は
３
月
15
日
）

■
利
用
者
負
担
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
郵
送
費
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・ 

全
て
の
世
帯
員
が
65
歳
以
上
の

場
合

・ 

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
世
帯

員
の
う
ち
ど
な
た
も
近
く
の

公
共
施
設
等
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
場
合
（
詳
し
く
は
総

合
政
策
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

－

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

　

下
野
市
総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）２
１
２
１

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

施
設

採
取
日

採水場所 セシウム134 セシウム137
基準値

（セシウム134 及び 137の合計） 10Bq/kg

水
道
施
設

12
月
５
日

南河内第 1配水場 不検出 不検出
石橋第 1配水場 不検出 不検出
国分寺第 1配水場 不検出 不検出
南河内第 2配水場 不検出 不検出
石橋第 2配水場 不検出 不検出
国分寺第 2配水場 不検出 不検出
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

「
下
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
と
高

齢
者
保
健
福
祉
事
業
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
「
下
野
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
」
に
お
い
て
本
計
画
に
か
か
る

意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
、
計
画

の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料　

下
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

②
高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

③
石
橋
庁
舎
相
談
室

④ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

■
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
２
月
23
日
㈪
午
後
5
時
15

分
ま
で
（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
閲
覧
場
所
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま

す
。

①
郵
送

〒
3
2
9

－

0
5
0
2

下
野
市
下
古
山
１
２
２
０

下
野
市
高
齢
福
祉
課
あ
て

②
（
52
）３
７
１
２

③

koureifukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

高
齢
福
祉
課（
き
ら
ら
館
）ま
で

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）・
住

所
（
※
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
※

は
必
須
で
す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

児
童
扶
養
手
当
と
公
的

年
金
給
付
・
遺
族
補
償

等
と
の
併
給
制
限
の
変

更
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
死

亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
給
付
・

遺
族
補
償
等
を
受
給
し
て
い
る

（
で
き
る
）
場
合
に
は
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
、
制
度
が
変
更
さ
れ
、

児
童
扶
養
手
当
よ
り
も
低
額
の
公

的
年
金
給
付
・
遺
族
補
償
等
を
受

給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
差
額

分
の
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

施
行
は
平
成
26
年
12
月
１
日

（
平
成
27
年
４
月
払
い
）
で
す
。

経
過
措
置
が
あ
り
、
平
成
27
年
３

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
場
合
、

施
行
日
に
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
は
施
行
月
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

方
は
要
件
を
満
た
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額

■
手
続
き

　

児
童
扶
養
手
当
額
と
公
的
年

金
・
遺
族
補
償
等
の
受
給
額
を
比

較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
心
当
た
り
の
方
は
、
こ
ど
も
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

審
査
結
果

平
成
26
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
市

内
小
中
学
校
か
ら
１
６
７
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。作

品
は
市
審
査
に
て
20
名
が
入

選
さ
れ
、
そ
の
後
県
審
査
に
お
い

て
、
県
佳
作
５
名
、
県
入
選
２
名
、

県
優
秀
賞
を
石
橋
北
小
学
校　

桜

井
夢
菜
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
作
品
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
や

有
権
者
の
方
々
の
選
挙
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
40
）５
５
６
２

対象児童数 全部支給 一部支給

1人　 41,020円 所得に応じて
41,010円～9,680円

2人　 46,020円 児童1人の手当額に
5,000円加算した額

3人～ 児童1人増すごとに
3,000円加算した額

桜井夢菜さんの作品
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
基
本
設
計（
案
）に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
薬
師
寺
地
区
に
お
い

て
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
を
進

め
て
お
り
、
地
元
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を
も
と
に

「
薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建

設
基
本
設
計
（
案
）」
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建

設
基
本
設
計
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
生
活
安
全
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

■
意
見
の
募
集
期
間

2
月
９
日
㈪
〜
3
月
６
日
㈮

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
3
月
６
日
㈮
午
後
5
時
15

分
ま
で

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
閲
覧
場
所
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま

す
。

①
郵
送

　

〒
3
2
9

－

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

下
野
市
生
活
安
全
課
あ
て

②
（
40
）５
５
７
２

③

seikatsu@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

生
活
安
全
課（
国
分
寺
庁
2
階
）

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
際
に
は
氏
名
（
※
）、住
所
（
※
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　
（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
明
記
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
40
）５
５
５
５

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

の
紹
介

平
成
27
年
１
月
１
日
付
け
で
、

諏
訪 

守
氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

諏
訪
氏
に
は
平
成
24
年
か
ら
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
等
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
全
国
統
一
電
話
番
号

☎ 

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ

く
と
お
ば
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
40
）５
５
５
５

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催
（
３
月
）

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

は
病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈭

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

新
館
２
階
会
議
室

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
緩
和
ケ

ア
に
つ
い
て
」

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

☎（
58
）7
1
0
7

宇
都
宮
公
証
人
合
同
役
場
の

移
転
及
び
改
称
に
つ
い
て

１
月
５
日
に
、
移
転
と
と
も
に

名
称
を「
宇
都
宮
公
証
セ
ン
タ
ー
」

に
改
称
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
所
在
地

　

〒
3
2
0

－

0
8
1
1

　

宇
都
宮
市
大
通
り
４
丁
目
１
番

18
号　

宇
都
宮
大
同
生
命
ビ
ル
７

階■
交
通
手
段

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
か
ら
徒
歩

６
分
。
ま
た
は
東
武
宇
都
宮
駅
か

ら
バ
ス
５
分
・
上
河
原
下
車
徒
歩

１
分
。
車
で
お
越
し
の
際
は
、
近

隣
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
公
証
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
2
4
）1
1
0
0

　
　

0
2
8（
6
2
2
）9
8
7
6

　

0
2
8（
6
2
4
）7
6
0
0

※ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

くらしの情報

諏訪　守氏
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くらしの情報

「
第
４
期
下
野
市
障
が
い
者

福
祉
計
画
（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
自
立
し

た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
３
か
年
を
計
画
期

間
と
し
た
「
第
４
期
下
野
市
障
が

い
者
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
「
下
野
市
障
が
い
者

福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」
に
お
い

て
本
計
画
に
係
る
意
見
・
提
言
を

い
た
だ
き
、
原
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

第
4
期
下
野
市
障
が
い
者
福
祉

計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

②
社
会
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
）

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

■
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も

２
月
23
日
㈪
午
後
5
時
15
分

ま
で

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
閲
覧
場
所
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま

す
。

①
郵
送

　

〒
3
2
9

－

0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
社
会
福
祉
課
あ
て

②
（
52
）１
１
３
７

③

syakaifukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

社
会
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
１
階
）

　

 

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
氏
名
（
※
）、
住

所
（
※
）、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 （
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
明
記
の
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
２

難
病
法
等
制
定
に
伴
う
特

定
疾
患
患
者
福
祉
手
当
の

手
続
き
に
つ
い
て

市
で
は
、
難
病
患
者
の
方
を
対

象
に
月
額
2
，5
0
0
円
の
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
特
定
疾
患

患
者
福
祉
手
当
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
か
ら
受
給
者
証
の
有
効
期
限

の
範
囲
ま
で
の
分
を
9
月
・
3
月

の
年
2
回
に
分
け
て
支
給
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
難
病
法
（
小
児
慢

性
特
定
疾
病
は
児
童
福
祉
法
の
改

正
）
が
平
成
27
年
1
月
よ
り
施
行

さ
れ
、
特
定
疾
病
が
56
疾
病
か
ら

約
1
1
0
疾
病
（
平
成
27
年
夏

ま
で
に
約
3
0
0
疾
病
と
な
る

予
定
）、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
が

5
1
4
疾
病
か
ら
約
7
0
0
疾
病

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
従

来
ま
で
の
特
定
疾
患
患
者
に
お
け

る
登
録
者
証
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
左
記
の
方

は
、
特
定
疾
患
患
者
福
祉
手
当
の

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
受
給
者
証
の
更
新
手
続

き
を
さ
れ
た
方
も
手
当
受
給
に
は

現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

① 

従
来
の
受
給
者
証
・
受
診
券
の

有
効
期
限
の
更
新
手
続
き
を

行
っ
た
方

② 

新
制
度
で
新
た
に
受
給
者
証
を

交
付
さ
れ
た
方

③ 

従
来
ま
で
特
定
疾
患
登
録
者
証

の
み
で
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

た
方
で
登
録
者
証
か
ら
受
給
者

証
へ
変
更
手
続
き
さ
れ
た
方

※ 

登
録
者
証
制
度
は
、
法
改
正
に

よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で

登
録
者
証
の
み
で
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
た
方
は
平
成
26

年
12
月
ま
で
の
分
の
支
給
（
平

成
27
年
3
月
振
込
予
定
）
を
以

っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証

・ 

本
人
の
口
座
振
込
の
通
帳
（
受

給
資
格
者
が
20
歳
未
満
の
場

合
、
保
護
者
名
義
の
通
帳
も

可
）

・
印
鑑

■
申
請
場
所

　

社
会
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
）

■
受
給
者
証
の
発
行
に
つ
い
て

　

指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受

給
者
証
は
栃
木
県
県
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
健
康
対
策
課
栄
養

難
病
担
当
（
☎
0
2
8
5

－

22

－

1
5
0
9
）で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

新
制
度
に
お
け
る
特
定
疾
病
及

び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
詳
し
い

内
容
は
、
左
記
栃
木
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
願
い
ま
す
。

○
特
定
疾
病

 http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/e04/aratanananbyou.
htm
l

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病

 http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/e04/syoum
an.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

ふ
れ
あ
い
館
に
指
定
管

理
者
を
導
入
し
ま
す

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
は
、
㈱
道

の
駅
し
も
つ
け
が
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
期
間
は
、
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

指
定
管
理
者
の
運
営
に
よ
り
、

民
間
の
も
つ
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
つ
つ
、
道
の
駅
と
の
連
動

等
を
図
り
誘
客
に
努
め
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２
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下
野
市
議
会
主
催

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
市

民
の
皆
さ
ん
と
議
員
を
対
象
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

　

 

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
治

体
経
営

■
日
時　

２
月
28
日
㈯

　

開
場
：
午
後
１
時

　

講
演
：
午
後
１
時
30
分

 

〜
３
時
30
分

■
会
場

　

国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
入
場
料　

無
料

■
講
師

　

教
授　

福
嶋　

浩
彦
氏
（
中
央

学
院
大
学　

社
会
シ
ス
テ
ム
研
究

所
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
事
課　

☎（
40
）５
５
６
１

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援

学
校
「
伸
び
ゆ
く
子
ど
も

達
の
作
品
展
」
の
ご
案
内

本
校
児
童
生
徒
の
作
品
展
示
と

作
業
製
品
の
即
売
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
14
日
㈯
〜
16
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　
（
16
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
会
場

　

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

　

イ
オ
ン
栃
木
店

■
主
催

・
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

・ 

栃
木
県
特
別
支
援
学
校
教
育
振

興
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

☎
0
2
8
2（
24
）7
5
7
5

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転

車
購
入
費
補
助
金
の
終

了
の
お
知
ら
せ

　

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

費
補
助
金
は
、
平
成
27
年
３
月
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
26
年
度
に
購
入
し
た
も

の
に
限
り
、
購
入
日
か
ら
1
年
以

内
の
申
請
で
あ
れ
ば
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
申
請
を
さ
れ
る
場

合
に
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

講
演
会「
改
正
相
続
税
法
の

影
響
と
対
策
」開
催

　

平
成
27
年
１
月
１
日
、
改
正
相

続
税
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
税
制
改
正
の
内
容
や

そ
の
影
響
、
と
る
べ
き
対
策
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
催

　

公
益
財
団
法
人

　

栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

■
日
時

　

２
月
17
日
㈫

　

午
後
３
時
〜
５
時

　
（
受
付
：
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
会
場

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ　

多
目
的

ホ
ー
ル
（
宇
都
宮
市
若
草
１

－

10

－

６
）

■
入
場　

無
料

■
講
師

　

税
理
士
法
人
あ
す
な
ろ　

代
表

社
員
税
理
士　

恩
田　

佳
枝　

氏

■
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

お
知
ら
せ

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
や
訪
問
地
域
な
ど
の
詳
細

は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　

参
加
費
と
し
て
９
万
円
。

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

数
料
等
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、

参
加
費
は
燃
料
費
の
高
騰
等

の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３（
3
2
6
1
）5
5
2
1

くらしの情報

講師プロフィール
　・我孫子市議会議員
　・我孫子市長
　・消費者庁長官

4
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談
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職

募　
　

集

必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金

使
用
者
も
、労
働
者
も

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
26

年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
７
３
３

円
に
改
正
発
効
さ
れ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
内
の
６
つ
の
産
業
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
平

成
26
年
12
月
31
日
か
ら
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
時
間
額

▼
塗
料
製
造
業　
　
　

８
７
５
円

▼ 

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造 

８
２
１
円

▼ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業　

 

８
２
２
円

▼ 

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　

 

８
２
５
円

▼ 

計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造

業
、
医
療
用
機
械
器
具
・
医
療

用
品
製
造
業
、
光
学
機
械
器

具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
、
医
療
用

計
測
器
製
造
業
、
時
計
・
同
部

分
品
製
造
業 

８
２
１
円

▼
各
種
商
品
小
売
業　

７
８
６
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局

　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。募　

集

平
成
27
年
度
転
倒
骨
折
予

防
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
自

宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
「
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
中
心
と
し
た
教

室
を
1
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
月
１
回
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
維
持
・
介
護
予
防
の
た
め
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
応
募
対
象
者

　

概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師

か
ら
運
動
制
限
等
を
受
け
て
い
な

い
方

※ 

一
年
間
を
通
じ
て
参
加
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

※ 

初
め
て
の
参
加
者
を
優
先
し
ま

す
。

※ 

応
募
者
多
数
の
際
は
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
。

■
定
員　

各
会
場
40
名
程
度

■
開
催
場
所
・
日
時

【
国
分
寺
公
民
館
】

　

初
日　

４
月
２
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
（
原
則
月
１
回
・
第
１
木
曜
日
）

【
き
ら
ら
館
】

　

初
日　

４
月
２
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
原
則
月
１
回
・
第
１
木
曜
日
）

【
南
河
内
公
民
館
】

　

初
日　

４
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
原
則
月
１
回
・
第
１
火
曜
日
）

※ 

開
催
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
週

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※ 

都
合
に
よ
り
日
時
の
変
更
も
あ

り
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

※ 

た
だ
し
、
教
室
で
使
用
す
る
用

具
代
（
１
，０
０
０
円
）
を
初

回
に
集
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
（
希
望
者
の
み
）

■
募
集
期
間

　

２
月
17
日
〜
27
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

県
議
会
議
員
選
挙

投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
！

有
権
者
の
方
々
が
選
挙
を
身
近

に
感
じ
、
気
軽
に
投
票
で
き
る
投

票
所
づ
く
り
を
目
指
し
、
県
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
「
投
票
立
会

人
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
投
票
立
会
人
と
は
？

　

投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
が
公

平
に
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
投
票
に
立

ち
会
っ
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

■
応
募
資
格

　

下
野
市
在
住
の
有
権
者
（
下
野

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
）

■
勤
務
日
時
・
場
所

　

4
月
12
日
㈰
午
前
6
時
30
分
か

ら
午
後
8
時
ま
で
、
ご
自
分
の
投

票
区
の
投
票
所
で
の
勤
務

■
報
酬
等

・
報
酬
（
１
０
，7
0
0
円
）

・
食
事
（
昼
夕
の
２
回
の
お
弁
当

を
用
意
し
ま
す
。
）

■
募
集
人
数

　

各
投
票
区　

２
名

■
応
募
方
法
・
締
め
切
り

　

3
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
所
属
政
党
の
有

無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
未

経
験
者
を
優
先
し
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

※ 

応
募
者
は
、「
投
票
立
会
人
候

補
者
名
簿
」
に
登
録
し
、
今
後

行
わ
れ
る
各
種
選
挙
に
お
い

て
投
票
立
ち
会
い
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
40
）５
５
６
２

　

 
gyousei@

city.shim
otsuke.

lg.jp

くらしの情報

QRコード

栃木県選挙イメージキャラクター
「パピット」
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集
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談

就　
　

職

平
成
27
年
度
臨
時
職
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
の
候
補
者
を
登
録
し
、

そ
の
中
か
ら
選
考
の
う
え
臨
時
職

員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
賃
金
（
時
給
）

・
一
般
事
務
補
助 

８
０
０
円

・
保
育
士

　

保
育
園
勤
務 

１
，０
５
０
円

　

そ
の
他
勤
務 

１
，０
０
０
円

・
保
健
師 

１
，１
０
０
円

・
管
理
栄
養
士 

１
，１
０
０
円

・
栄
養
士 

１
，０
０
０
円

・
臨
床
心
理
士 

２
，３
２
０
円

・
心
理
士 

１
，５
５
０
円

・
看
護
師 

１
，０
０
０
円

・
調
理
員
、
用
務
員 

８
５
０
円

・
道
路
補
修
作
業
員 

８
７
５
円

■
採
用
す
る
と
き

・ 

現
臨
時
職
員
の
採
用
期
間
満
了

に
よ
る
任
用
替
え
を
行
う
場

合
・ 

そ
の
他
、
管
理
運
営
上
必
要
が

生
じ
た
場
合

■
採
用
期
間

　

６
か
月
以
内
で
採
用
し
、
更
新

も
１
回
の
み
可
能
で
す
。

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時

職
員
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
を
総
務
課
（
国
分
寺
庁
舎

２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

※ 

資
格
職
の
場
合
は
、
資
格
者
証

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
は
そ
の
年
度
内
に
お
い
て

有
効
で
す
。

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎（
40
）５
５
５
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高

等
学
校
生
徒
募
集

　

ま
ず
は
無
料
の
案
内
書
を
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス

　

高
等
学
校
普
通
科
（
３
年
間
で

高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。）、
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
、

生
涯
学
習
通
信
講
座
な
ど

※ 

詳
し
く
は
案
内
書
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
案
内
書
・
願
書
請
求
・
問
い
合

わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

　

☎
0
4
2（
5
7
2
）3
1
5
1

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
1
2
0（
06
）8
8
8
1

　

0
4
2（
5
7
4
）1
0
0
6

　

http://w
w
w
.n-gaku.jp

くらしの情報

あきらめないでまず相談を

下野市奨学生募集のお知らせ
教育総務課では進学等での奨学金制度の利用について随時相談をお受けしています。まずはご相談を。
受 付 期 間 ２月２日㈪～３月10日㈫

申 請 資 格

以下の⑴～⑹全ての条件を満たす方
⑴ 高等学校（専門学校、中等教育学校の後期課程及び専修学校の高等課程
を含む）、大学（短期大学及び専修学校の専門課程を含む）に在学、ま
たは入学しようとする方

⑵学業成績が優秀で意欲があり品行方正な方
⑶経済的理由により修学が困難な方
⑷ 確実な連帯保証人を２名付することができる方（保護者及び県内在住者
１名）

※ 連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満20歳以上の方で、市税を完納
している方

⑸保護者が下野市に１年以上住所を有する方
⑹ 他の機関から奨学金その他これに類する給付または貸付を受けていない
方

貸 付 額
（予定人数）
※貸付は無利子

○高等学校奨学生　　月額 15,000円（若干名）
○大学奨学生　　　　月額 30,000円（若干名）

貸 付 期 間 正規の修業期間
本人名義の口座に半年分まとめて年２回振込み

償 還 方 法
卒業後１年間は据置
据置期間後、貸付期間の２倍の期間内に償還
（年賦または半年賦）

募 集 要 項 等
配 付 場 所

教育総務課（石橋庁舎２階）、各市民課窓口、各公民館
生涯学習情報センター、スポーツ交流館
※市ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ先 教育総務課　☎（52）1117　下野市石橋552番地４
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「
下
野
ブ
ラ
ン
ド

カ
フ
ェ
」に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？ 

「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
カ
フ
ェ
」と
は
、

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
く
つ
ろ
げ
る
雰

囲
気
の
中
で
、
下
野
ブ
ラ
ン
ド
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合
い
を

行
う
場
で
す
。

２
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
前

半
は
新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
行
い
、
後
半
は
前

回
立
ち
上
げ
た
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
報
告
を
行
い
ま
す
。

下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
応
援
し
た
い

と
い
う
方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時

　

２
月
21
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
会
場

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

■
参
加
費

　

1
0
0
円
（
お
茶
代
）

■
定
員

　

40
名
（
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
持
参
も

し
く
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
商
工
観
光

課
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

（
48
）１
４
２
４

　

 
syoukoukankou@

city.
shim

otsuke.lg.jp

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

平
成
27
年
度「
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
」を

募
集
し
ま
す

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
」
は
、
日
常
生
活
の
中
で
身
近

な
エ
コ
活
動
や
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
を
し
、
仲
間
、
行
政
、
企
業

等
と
連
携
し
て
、
地
域
に
お
け
る

温
暖
化
防
止
等
の
普
及
啓
発
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
た
ち

で
す
。

■
活
動
内
容

　

温
暖
化
防
止
、
環
境
学
習
等
の

推
進
や
、
市
町
・
県
等
と
連
携
し

た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
等

【
活
動
例
】

① 

自
治
会
、
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
，

小
中
学
校
な
ど
の
地
域
に
お

け
る
環
境
学
習
講
座
の
支
援

や
体
験
授
業
の
実
施
ま
た
は

補
助

② 

市
町
等
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
環
境
に
係
る
出
展
ま

た
は
当
日
の
お
手
伝
い

③ 

県
が
推
進
す
る
学
校
で
の
環
境

学
習
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
や
ご

近
所
や
お
友
達
、
職
場
の
方
へ

の
周
知

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切　

２
月
27
日
㈮
必
着

■
選
考
方
法

　

応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
委
員

会
が
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
0

－

8
5
0
1

　

宇
都
宮
市
塙
田
1

－

1

－

20

　

栃
木
県
環
境
森
林
部　

地
球
温

暖
化
対
策
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
6
2
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

下
野
市
市
内
の
歴
史

資
料
館
嘱
託
員
募
集

　

下
野
市
内
の
歴
史
資
料
館
に
お

け
る
解
説
や
資
料
館
管
理
業
務
・

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
担
当
し
な
が

ら
、
市
内
文
化
財
に
携
わ
る
業
務

を
行
う
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
任
期
等　

平
成
27
年
4
月
1
日

〜
平
成
28
年
3
月
末

■
試
験
方
法　

作
文
・
面
接

■
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
方
で
18
歳
〜

60
歳
未
満
の
方

■
勤
務
条
件

・
原
則
週
30
時
間
勤
務

・ 

原
則
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

に
勤
務
で
き
る
方

・
報
酬　

月
1
6
0
，0
0
0
円

■
業
務
内
容

　

見
学
者
解
説
業
務
・
施
設
清
掃

管
理
業
務
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
立

案
、
運
営
。

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
、
文
化
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

２
月
18
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
必
着

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

－

0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

　

文
化
課
（
石
橋
庁
舎
２
階
）

　

☎（
52
）1
1
2
0

「
道
の
駅
し
も
つ
け
」農
産
物

直
売
部
出
荷
者
協
議
会
員
の

募
集
に
つ
い
て

「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
で
は
、

安
全
・
安
心
な
下
野
市
産
の
農
産

物
を
出
荷
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
在
住
の
方
で
、「
安
全
・

安
心
・
新
鮮
」
な
市
内
産
の
農

作
物
を
出
荷
で
き
る
方

② 

農
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
、
農

薬
取
締
法
等
の
関
係
法
令
を

順
守
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
履

歴
が
確
認
で
き
る
方

③ 

㈱
道
の
駅
し
も
つ
け
と
受
委
託

契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
け
る
方

④ 

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
安

定
し
た
種
別
・
数
量
・
品
質
で

供
給
で
き
る
よ
う
な
生
産
・
販

売
計
画
に
協
力
で
き
る
方

　

以
上
４
点
、
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
を
応
募
の
条
件
と
し
、
役
員

会
に
て
出
荷
者
を
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
文
書
に
て
通
知
し

ま
す
。

■
申
込
方
法

　

道
の
駅
し
も
つ
け
事
務
局
に
て

応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、記
入
の
う
え
、提
出
願
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

２
月
28
日
㈯
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

☎（
38
）６
６
３
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
3
月
下
旬
〜
4
月
上

旬
に
入
校
す
る
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　
（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　

3
月
1
日
㈰
〜
5
月
1
日
㈮

■
試
験
期
日

　

１
次
：
5
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　

２
次
：
6
月
16
日
㈫
〜
19
日
㈮

■
試
験
会
場

　

県
内
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）4
7
6
3

予
備
自
衛
官
補
募
集
の

お
知
ら
せ

「
普
段
は
社
会
人
や
学
生
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
」

所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

⑴
一
般

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

⑵
技
能

　

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方

※ 

医
師
・
建
築
士
等
免
許
の
保
有

に
よ
り
対
象
年
齢
が
変
わ
り

ま
す
。

■
応
募
締
切　

3
月
24
日
㈫

■
試
験
期
日

　

4
月
10
日
㈮
〜
14
日
㈫
の
い
ず

れ
か
1
日

■
試
験
会
場

　

県
内
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）4
7
6
3

平
成
27
年
度
採
用

栃
木
県
立
博
物
館

学
芸
嘱
託
員（
歴
史
）募
集

■
職
務
内
容

展
示
・
調
査
・
普
及
教
育
事
業

に
関
す
る
補
助
的
業
務
、
資
料
の

整
理
・
管
理
に
関
す
る
業
務
等

■
応
募
資
格

① 

大
学
に
お
い
て
日
本
中
世
史

（
文
献
）
ま
た
は
日
本
近
世
史

（
文
献
）
を
専
攻
し
た
方

② 

学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
予
定
の
方 

な
ど

■
募
集
人
員　

１
名

■
願
書
受
付
締
切

２
月
６
日
㈮
必
着

■
試
験
日
・
内
容

２
月
19
日
㈭
：
小
論
文

２
月
19
日
㈭
ま
た
は
20
日
㈮
：

面
接

※ 

応
募
資
格
・
応
募
方
法
等
の
詳

細
は
、
栃
木
県
立
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
博
物
館
総
務
課

☎
０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
１

　

 
http://w

w
w
.m
use.pref.

tochigi.lg.jp/



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.２
47

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

2
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

2
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

－

23

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
３

－

10

－

13

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　

支
部
長　

飯
島
陽
子

　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
44
）４
９
１
７

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
・
敷
地

売
却
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
ご
案
内

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平

成
26
年
12
月
24
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
伴
い
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
区
分
所
有
者
、
管
理
組
合
、

借
家
人
な
ど
の
方
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
公
益

財
団
法
人　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営

す
る
「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」
に

お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え

や
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
等
に
関

す
る
相
談
受
付
を
平
成
26
年
12
月

１
日
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、

一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
ち
、
住

宅
に
関
す
る
広
い
知
識
を
備
え
た

相
談
員
が
、
住
ま
い
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
替
え
や
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売

却
等
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
回
答

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
１

月
か
ら
、
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
で

受
け
た
電
話
相
談
の
う
ち
、
法
律

や
制
度
等
に
関
す
る
専
門
的
な
相

談
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
、
弁

護
士
・
建
築
士
に
よ
る
無
料
の
対

面
相
談
（「
専
門
家
相
談
」）
を
開

始
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
）

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
耐
震
性

が
不
足
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
従
来
、
区
分
所
有
者
の
〝
全

員
〞
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
い

た
マ
ン
シ
ョ
ン
と
そ
の
敷
地
の
売

却
が
〝
４
／
５
以
上
の
賛
成
〞
で

可
能
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

土
日
・
祝
休
日
、
年
末
年
始
を

除
く

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
（
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

☎
0
5
7
0（
0
1
6
）1
0
0

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

P
H
S
や
一
部
I
P
電
話
か
ら

は
☎
03（
3
5
5
6
）5
1
4
7

　

http://w
w
w
.chord.or.jp

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
等
相
談

　

 
http://w

w
w
.chord.or.jp/

new
s/6886.htm

l

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相

談
事
業
」が
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
よ
り
生
活
困
窮

者
の
支
援
の
た
め
の
相
談
窓
口
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

開
設
場
所
は
、
下
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
下
野
市
社
会
福
祉

課
（
石
橋
庁
舎
）
の
２
か
所
で
す
。

失
業
し
て
職
が
な
い
、
多
重
債
務

を
お
持
ち
の
方
、
ニ
ー
ト
、
引
き

こ
も
り
等
、
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
市
民
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
よ
り
生
活
困
窮
者

世
帯
の
中
学
生
を
対
象
に
学
習
支

援
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
後
日
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

「
聞
こ
え
の
悩
み
・
補
聴
器
・

人
工
内
耳
の
講
演
と
相
談

会
」の
ご
案
内

補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
装
用
を

検
討
さ
れ
た
り
関
心
が
あ
る
方
、

難
聴
や
聞
こ
え
の
こ
と
で
悩
み
を

お
持
ち
の
方
を
対
象
に
講
演
と
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

相
談
時
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
聞
こ
え

な
い
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

※
受
け
付
け
は
午
後
２
時
ま
で

　

※
午
前
に
講
演
を
行
い
ま
す
。

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

会
議
室

■
費
用
（
入
場
・
相
談
料
）

　

無
料

■
内
容

　

難
聴
に
関
す
る
講
演
と
各
種
相

談※ 

身
体
障
が
い
者
相
談
員
等
が
相

談
に
の
り
ま
す
。（
聞
こ
え
の

悩
み
相
談
、
難
聴
者
の
意
思
疎

通
の
方
法
、
補
聴
器
、
人
工
内

耳
等
の
相
談
と
情
報
提
供
）

※ 

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
事
前
に
相
談
内

容
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
難
聴
者
協
会
事
務
所

　

☎
0
8
0（
8
7
4
2
）9
8
1
1

　

（
51
）１
３
２
６

　

tcnks58@
sky.ucatv.ne.jp

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」無
料
相
談
会

■
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
場
所

　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

■
相
談
内
容

　

相
続
に
関
す
る
事
項

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　

☎
0
2
8（
6
1
4
）1
1
2
2

※ 

相
談
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

就　

職

働
く
人
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
て
い
る
方
、

そ
の
ご
家
族
や
上
司
・
同
僚
の
方

を
対
象
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
形
態

　

事
前
予
約
に
よ
る
面
接
、
電
話

相
談
（
電
話
相
談
の
場
合
、
通
話

料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。）

■
相
談
場
所

　

栃
木
県
小
山
庁
舎　

小
山
労
政

事
務
所
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

■
日
時

　

2
月
27
日
㈮
、
3
月
27
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分■
予
約
方
法

　

小
山
労
政
事
務
所
に
相
談
希
望

日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎（
22
）４
０
３
２

県
南
産
業
技
術
専
門
校

４
月
訓
練
生
募
集

　

施
設
内
訓
練
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
科
名
・
定
員
（
求
職
者
・
高

卒
者
）・
訓
練
期
間

▼
機
械
加
工
科
（
５
名
・
４
名
）

▼
Ｎ
Ｃ
機
械
科
（
５
名
・
５
名
）

▼
板
金
溶
接
科
（
５
名
・
４
名
）

　

４
月
６
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈬

▼
電
気
設
備
科
（
10
名
・
５
名
）

　

 

４
月
６
日
㈪
〜
平
成
28
年
３
月

22
日
㈫

■
費
用

　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
等
自

己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間

◎
求
職
者
１
次
・
高
卒
者
募
集

　

２
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

　
（
選
考
２
月
26
日
㈭
）

◎
求
職
者
２
次
募
集

　

定
員
に
満
た
な
い
場
合

　

３
月
５
日
㈭
〜
３
月
17
日
㈫

　
（
選
考
３
月
25
日
㈬
）

※ 

施
設
内
見
学
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※ 
求
職
者
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

「
と
ち
ぎ
障
が
い
者
合
同
就

職
面
接
会（
県
南
会
場
）」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
栃
木
・
佐
野
・
足
利
・
小
山
）

合
同
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

2
月
20
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
午
後
12
時
30
分
受
付
開
始
）

■
会
場

　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

　

飛
天
の
間
（
2
階
）

　
（
小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2
）

■
対
象
者

　

県
南
地
区
で
の
就
職
を
希
望
す

る
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

　

☎（
22
）1
5
2
4

　

（
24
）3
5
7
4
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最
近
は
、
警
戒
が
厳
し
い
金
融

機
関
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス

ー
パ
ー
、
病
院
や
市
役
所
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
送
金
さ
せ
る
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
期
限

が
今
日
ま
で
」
な
ど
と
せ
か
し
、

冷
静
に
考
え
た
り
周
囲
に
相
談
し

た
り
す
る
時
間
を
与
え
ま
せ
ん
。

市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
な

ど
の
公
的
機
関
の
職
員
が
、
医
療

費
や
税
金
等
の
還
付
金
受
け
取
り

の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
行
う
よ

う
電
話
を
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
と

き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　

 （
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

　
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

仕
事
と
育
児
の
両
立

　

子
ど
も
が
で
き
た
ら
、
職

場
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

仕
事
は
や
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
？
い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
仕
事
と
育
児
が
両

立
で
き
る
よ
う
に
、
パ
パ
・ママ
に

は
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

最
も
有
名
な
制
度
が
、
子
ど

も
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に

育
児
の
た
め
休
業
す
る
こ
と
が

で
き
る「
育
児
休
業
制
度
」で
す
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
制
度
と
し
て
、「
子
の
看
護

休
暇
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
病
気
・

け
が
を
し
た
場
合
、
予
防
接
種

や
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
場

合
に
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
子
ど

も
が
１
人
の
場
合
は
、
１
年
に
５

日
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
休
暇
を
取

得
し
た
こ
と
に
よ
って
、
会
社
側

か
ら
解
雇
さ
れ
た
り
、
不
利
益

な
取
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

取
得
で
き
る
期
間
は
、
会
社

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

制
度
を
利
用
す
る
際
に
は
、
勤

務
先
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
は
、
今
回
紹
介
し
た
以
外
の

制
度
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

　
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」

　

美
し
い
鳴
き
声
が
特
徴
的
な

ウ
グ
イ
ス
は
市
の
鳥
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
え
ず
り
は
オ
ス
が

ほ
か
の
鳥
に
対
す
る
威
嚇
と
い

わ
れ
、
メ
ス
に
安
全
を
知
ら
せ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ホ
ー
」
で
息
を
吸
い
、「
ホ
ケ

キ
ョ
」
で
吐
き
ま
す
。
そ
の
さ

え
ず
り
は
夏
の
盛
り
頃
ま
で
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
里
で
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」

の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
始
め
る

の
が
早
春
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

別
名
「
春は

る
つ
げ告
鳥ど

り

」
と
も
呼
ば
れ
、

季
節
を
象
徴
す
る
鳥
で
す
。

　

花
札
等
の
図
柄
か
ら
、
庭
先

の
梅
に
と
ま
る
ウ
グ
イ
ス
を
想

像
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
あ
ま

り
人
前
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ウ
グ
イ
ス
は
メ
ジ
ロ
と
混
同

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
梅
の
花

の
蜜
を
吸
い
に
く
る
多
く
は
メ

ジ
ロ
で
す
。
ウ
グ
イ
ス
は
林
や

藪や
ぶ

の
中
で
虫
な
ど
を
主
食
と
し

て
い
ま
す
。
メ
ジ
ロ
は
見
た
目

も
そ
の
名
の
と
お
り
目
の
周
り

が
白
く
、
鮮
や
か
な
緑
の
、
い

わ
ゆ
る
「
ウ
グ
イ
ス
色
」
を
し

て
い
ま
す
。
実
際
の
ウ
グ
イ
ス

は
黒
茶
色
の
よ
う
な
色
を
し
て

い
ま
す
。「
ウ
グ
イ
ス
色
」
の

い
わ
れ
は
色
々
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
も
勘
違
い
さ
れ
や
す

い
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
う
」で
す

くらしの情報くらしの情報

還
付
金
詐
欺
と
思
わ

れ
る
電
話
が
増
え
て

い
ま
す
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ

グリムの里書きぞめ大会の様子▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

生
活
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
8 9 10 11 12 13 14
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
15 16 17 18 19 20 21
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
22 23 24 25 26 27 28
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

17日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
２月３・10・17日、３月３・10日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談 2月24日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
2月2・9・16日､ 3月2・9日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 2月23日㈪
法律相談 2月12日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
２月６・13・20日、３月６・13日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　2月27日㈮
法律相談 3月12日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

2
月
天平公園 花まつり協力会

花広場 心契会

3
月
天平公園 下野市シルバー人材センター

花広場 小山北ロータリークラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　3月2日㈪
国民健康保険税 第8期
介護保険料 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
■納期　3月2日㈪
国民年金保険料 1月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 1 4 ､ 2 8 日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

2⽉
February

如⽉きさらぎ

きらら館は
トレーニング室



2

下野市総合計画第2次

市民意識調査及び
中学生・高校生アンケート結果の
概要について

第2次下野市総合計画を策定するに当たり
行った調査の結果概要をお知らせします。

5
6
平成26年度 市政功労者表彰式を開催しました
墓地に関するアンケート結果をお知らせします

8 下野市避難所運営マニュアルと下野市備蓄マニュアルを作成しました

9 市民活動等への補助制度のご案内

10
皆さんの意見をまちづくりに
市長のいきいきタウントークを
開催しました

12 Shimotsuke-City Topics　まちの話題

16
17
18

所得税・住民税申告相談のお知らせ
自宅からネットが便利！申告・納税e-Tax
ｅ－ＴＡＸでの申告には「電子証明書」が必要です

19
20
国民年金だより
自治医科大学附属病院　連携協働コラム

21
26
28

保健便り

Let’s SPORTS

30
32
33
図書館Library Information
読書人

34
35
52

新・下野市風土記
くらしの情報
国際交流員マシアスのコラム

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
右
上
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置　

②
右
下
荷
物
の
位
置　

③
左
中
扉
が
増
え
て
い
る

今月の何の日

２
月
６
日

海
苔
の
日

　

日
本
最
古
の
成
文
法
典
「
大
宝
律
令
」

に
よ
る
と
、
当
時
29
種
類
の
海
産
物
が
租

税
と
し
て
納
め
れ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
８
種
類
が
海
産
物
で
、「
海
苔
」
は
そ

の
１
つ
と
し
て
表
記
さ
れ
て
お
り
、
大
変

貴
重
な
食
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
た
大
宝
２
年
１

月
１
日
が
、
西
暦
に
換
算
す
る
と
７
０
２

年
２
月
６
日
に
な
る
こ
と
か
ら
、
全

国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が

１
９
６
６
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

海
苔
は
「
海
の
緑
黄
色
野
菜
」
と
い
わ

れ
る
ほ
と
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
、
鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
成
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。「
日
本
食

品
標
準
成
分
表
」
に
よ
る
と
、
例
え
ば
疲

労
回
復
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１（
Ｂ
２

）
は
「
ほ
し
の
り
」

の
可
食
部
１
０
０
グ
ラ
ム
当
た
り
１
・
２
１

ミ
リ
グ
ラ
ム
（
２
・
６
８
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
が
０
・
３
４
ミ
リ

グ
ラ
ム
（
０
・
４
８
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
で
す
か

ら
、「
ほ
し
の
り
」
が
い
か
に
栄
養
素
の
豊

富
な
食
品
で
あ
る
か
わ
か
り
ま
す
。

　

日
々
の
健
康
づ
く
り
は
ま
ず
食
卓
か
ら
。

毎
日
の
食
卓
に
「
海
苔
」
を
習
慣
づ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

グリムの里新春書きぞめ大会に参加した国際交流員のマ
シアスさん。
書道は初めてとのことでしたが、自身で選んだ文字「協力」
を力強く書きました。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.2
51



■人口と世帯（1月 1日現在）
　　人口／ 60,235 人（-30）、男性／ 29,965 人（-26）、女性／ 30,270 人（-4）、世帯数／ 22,567 世帯（-9）

国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　
　

姉
妹
都
市
と
競
争
都
市

　

お
互
い
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
役

立
っ
て
い
る
下
野
市
と
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー

ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
の
姉
妹
都
市
関
係
は
今

年
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
姉
妹
都
市
関
係

は
お
互
い
に
と
っ
て
有
益
な
効
果
を
も
た

ら
す
た
め
、
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
都

市
は
世
界
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
私
の
ホ
ー
ム･

タ
ウ
ン
で
あ
る
ケ
ル

ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
や
イ
タ

リ
ア
の
ト
リ
ノ
、
そ
し
て
日
本
の
京
都
と

姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
と
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
距
離
が
離
れ

た
都
市
関
係
だ
け
で
な
く
、
近
隣
同
士
の

都
市
に
も
お
も
し
ろ
い
関
係
が
見
ら
れ
ま

す
。
ケ
ル
ン
の
場
合
、
隣
町
の
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
と
の
関
係
が
重
要
で
す
。
ケ
ル

ン
は
人
口
が
多
く
、
ロ
ー
マ
時
代
や
中
世

の
建
物
や
遺
跡
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

て
古
い
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
人
口
が
ケ
ル
ン
の
半

分
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
は
、
現
代
的

な
建
築
物
が
多
く
建
て
ら
れ
、
き
れ
い
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
町
は

40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
両
方
の
町
に
オ
ペ
ラ･

ハ
ウ

ス
、
舞
踏
場
、
空
港
、
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
お
互
い
に
真
似
を
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
お
互
い
を
意
識
し
た
競
争
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
競
争
は
は
る
か
昔
の
１
２
８
８
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
大
き
な
戦
い
に

負
け
た
ケ
ル
ン
は
も
っ
と
強
く
な
ろ
う
と

し
て
都
市
法
を
制
定
し
、
隣
の
小
さ
い
村

で
あ
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
（
ド
ル
フ
は

ド
イ
ツ
語
で
村
）
を
競
争
都
市
に
し
ま
し

た
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
近
代
に
入
る

と
ケ
ル
ン
に
対
し
て
優
勢
に
な
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
後
に
は
ド
イ
ツ
の
州
都
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
小
さ
い
競
争
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
面
白
い
例
は

Ｋ
Ｄ
（K

öln D
üsseldorf

）
と
い
う
両
都

市
の
共
同
企
業
の
船
会
社
で
、
こ
の
会
社

の
船
は
ケ
ル
ン
と
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
両

方
か
ら
出
発
し
ま
す
が
、
ラ
イ
バ
ル
意
識

の
た
め
か
、
お
互
い
の
都
市
行
き
の
船
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
両
都
市
で
毎
年
行

わ
れ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
お
互
い
そ
の
す

ば
ら
し
さ
を
競
う
の
で
、
市
民
は
い
つ
も

盛
大
で
華
や
か
な
祭
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
３
回

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会

開
催

　

国
際
交
流
協
会
で
は
毎
週
日
本
語
教
室

を
開
講
し
て
お
り
、
下
野
市
に
住
ん
で
い

る
外
国
人
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
日

本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
発
表
会
で
は
、
そ
の
外
国
人
の
方
々
が

日
々
学
ん
で
い
る
日
本
語
を
皆
さ
ん
の
前

で
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
発
表
の
内

容
は
日
本
人
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
発
表
後
に
は
、
別
井

亜
紀
子
さ
ん
と
和
氣
瑞
子
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

及
び
茶
話
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

2
月
15
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　

な
し

■
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
下
野
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

seikatsu@
city.shim

otsuke.lg.jp

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
４
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

ド
イ
ツ
風
カ
ー
ニ
バ
ル
祭
り

　

第
４
回
の
下
野
市
国
際
交
流
員
の
イ

ベ
ン
ト
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」
で

は
、
ド
イ
ツ
風
の
カ
ー
ニ
バ
ル
（
謝
肉

祭
）を
開
催
し
ま
す
。ド
イ
ツ
に
は
様
々

な
種
類
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
私
は
ケ
ル
ン
出
身
な
の
で
、
今
回

は
ケ
ル
ン
風
の
カ
ー
ニ
バ
ル
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
簡
単
な

仮
装
や
コ
ス
プ
レ
を
し
て
い
ろ
ん
な
楽

し
い
ゲ
ー
ム
（
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
、
ド

イ
ツ
の
ゲ
ー
ム
「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
早
食
い
）
な
ど
を
し
ま
し
ょ

う
！

■
日
時　

2
月
21
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時
頃

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
定
員　

な
し

■
料
金　

１
人　

５
０
０
円

　
（
国
際
交
流
協
会
会
員
４
０
０
円
）

■
持
ち
物　

仮
装
服
も
し
く
は
コ
ス

プ
レ
服
（
帽
子
な
ど
部
分
的
で
も
可
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋

■
申
込
期
間

　

2
月
9
日
㈪
〜
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
下
野
市
役
所　

生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 seikatsu@
city.shim

otsuke.
lg.jp

す
。

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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